
サ
ン
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
対
オ
ウ
エ

ン

ー
1
思
想
形
成
の
仏
英
比
較
1

堀

井

敏

夫

サソ・シモン、フーリエ対オウエソ（堀弁）

　
　
【
要
約
“
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
、
オ
ゥ
エ
ン
は
、
殆
ん
ど
簡
時
代
の
仏
英
の
祉
会
思
想
家
で
あ
り
、
従
来
、
三
人
が
「
空
想
的
社
会
主
義
者
」
、

　
又
は
フ
ー
ジ
エ
と
ズ
ウ
エ
ン
が
「
組
合
派
社
会
主
義
慧
」
と
同
じ
よ
う
に
目
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
見
方
は
、
三
人
又
は
二
人
の
間
の
確
か
な
共
通

　
点
に
支
え
ら
れ
て
，
い
る
か
ら
、
勿
論
正
し
い
爾
を
持
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
比
較
の
指
標
を
現
実
問
題
に
潔
い
て
思
想
の
差
異
点
を
探
っ
て
見
る
な
ら
ば
、

　
捌
の
見
方
が
可
能
で
あ
る
。
岡
じ
く
労
働
者
保
護
を
指
向
し
な
が
ら
も
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
オ
ゥ
エ
ン
と
の
差
異
は
大
き
い
。
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
構
図
が
瓜

　
二
つ
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
フ
…
リ
エ
と
オ
ウ
エ
ソ
と
は
違
う
。
他
方
、
同
国
人
の
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
フ
ー
リ
エ
と
は
、
現
実
認
識
と
処
方
箋
の
類
似
点
を

　
持
っ
て
い
る
。
サ
ン
・
シ
モ
ン
、
フ
…
リ
エ
と
オ
ゥ
エ
ン
と
の
思
想
が
、
そ
れ
ぞ
れ
英
仏
海
峡
を
は
さ
ん
だ
別
の
国
の
運
命
を
背
負
っ
て
い
る
事
、
掬
え

　
て
三
人
の
思
想
が
、
そ
れ
ぞ
れ
元
貴
族
（
サ
ソ
．
シ
モ
ン
）
、
商
店
員
（
フ
；
リ
ェ
）
と
工
場
経
営
者
（
オ
ゥ
ェ
ソ
）
と
い
う
別
の
境
涯
を
も
映
じ
て
い
る
事
を

一
本
稿
に
示
し
た
い
。
以
て
野
南
比
較
の
詩
嚢
つ
Z
フ
ン
ス
社
茎
義
研
究
に
資
す
る
所
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
霧
四
八
巻
奪
【
九
六
五
年
九
月

序

フ
ラ
ン
ス
の
サ
ソ
・
シ
モ
ン
（
一
七
六
〇
i
一
八
二
五
）
、
　
岡
じ
く

フ
ラ
ン
ス
の
フ
ー
リ
エ
（
一
七
七
二
一
一
八
三
七
）
、
　
イ
ギ
リ
ス
の
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

ウ
エ
ソ
（
一
七
七
一
i
一
八
五
八
）
の
三
人
に
関
す
る
研
究
は
、
三
つ

の
時
期
と
三
つ
の
類
型
に
分
た
れ
る
。
第
一
に
、
師
の
声
誉
に
接
し

た
弟
子
又
は
そ
れ
に
近
い
人
々
の
遺
し
た
祖
述
の
書
、
伝
記
の
類
。

例
え
ば
、
バ
ザ
ー
ル
等
に
よ
る
『
サ
ソ
・
シ
モ
ン
学
説
解
義
』
、
　
フ

ー
リ
エ
の
後
継
者
コ
ソ
シ
デ
ラ
ソ
の
書
、
ペ
ラ
ラ
ソ
の
伝
記
等
が
そ

れ
で
あ
る
。
第
一
、
一
に
、
三
人
全
部
又
は
中
二
人
を
一
括
し
て
社
会
思

想
史
上
に
位
概
づ
け
よ
う
と
す
る
見
方
。
グ
リ
ュ
ー
ソ
等
か
ら
始
ま

っ
て
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
更
に
シ
ャ
ル
ル
・
ジ
イ
ド
の
書
が
そ
れ
で
あ
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る
。
第
三
に
、
十
九
世
紀
末
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け
て
、
現
代
社
会

主
義
の
生
成
の
気
運
と
共
に
、
仏
英
の
専
門
研
究
家
が
三
人
の
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

そ
れ
に
つ
い
て
詳
細
な
研
究
を
遺
し
た
。

　
従
来
の
サ
ソ
・
シ
モ
ン
研
究
史
上
に
は
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
二
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

性
を
め
ぐ
る
解
釈
の
問
題
が
あ
り
、
フ
ー
リ
エ
研
究
史
に
も
オ
ウ
ェ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

ン
研
究
史
に
も
解
釈
の
微
妙
な
相
違
が
あ
っ
て
、
そ
の
そ
れ
ぞ
れ
に

つ
い
て
筆
者
の
私
見
が
な
く
は
な
い
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
個
別
研

究
に
関
す
る
問
題
を
必
要
最
小
限
に
留
め
て
、
前
述
の
研
究
の
第
二

類
型
を
問
題
と
す
る
。

　
最
初
恐
ら
く
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ル
ー
に
よ
っ
て
打
ち
樹
て
ら
れ
エ
ン

ゲ
ル
ス
と
ラ
フ
ー
ノ
ル
グ
に
よ
っ
て
完
成
し
た
「
空
想
的
社
会
主
義
」

こ
α
①
円
詣
げ
○
唱
訪
怠
ω
o
プ
Φ
ω
○
隠
ρ
に
ω
ヨ
鄭
ω
、
”
（
狭
義
の
概
念
）
は
、
　
周
知

の
よ
う
に
、
　
「
三
人
の
思
想
家
の
同
時
代
ー
ー
仏
語
同
時
点
に
於
け

る
同
質
の
矛
盾
を
解
決
す
べ
き
労
働
者
階
級
の
未
成
熟
－
i
同
質
の

思
想
の
誕
生
！
ユ
ー
ト
ピ
ア
構
想
と
啓
蒙
に
よ
る
社
会
改
良
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
う
論
理
に
貫
か
れ
て
い
る
。

　
又
、
有
名
な
『
経
済
学
説
史
』
の
共
著
者
の
一
人
に
し
て
フ
ー
リ

エ
研
究
家
の
ジ
イ
ド
は
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
を
別
に
し
て
フ
ー
リ
エ
と

オ
ウ
エ
ソ
と
の
二
人
を
「
組
合
派
社
会
主
義
者
」
《
。
・
○
怠
9
騎
な
。
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

霧
ω
○
。
す
賦
○
鑑
。
・
富
ω
》
の
代
表
と
し
た
。

　
勿
論
、
仏
英
二
国
の
思
想
家
達
を
一
つ
に
見
よ
う
と
し
た
こ
の
二

つ
の
見
方
の
他
に
、
前
述
の
研
究
類
型
第
一
二
の
中
に
比
較
論
が
散
見

さ
れ
は
す
る
が
、
断
片
的
で
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
従
っ
て
、
社
会
思

想
垂
球
は
西
欧
史
の
概
説
に
於
て
は
（
時
に
は
研
究
論
文
に
於
て
す
ら
）
、

エ
ン
ゲ
ル
ス
か
ジ
イ
ド
の
古
い
見
方
の
い
ず
れ
か
に
従
う
か
、
又
は

三
老
三
様
に
扱
う
か
、
又
は
便
宜
上
の
理
由
か
ら
仏
英
に
分
け
て
叙

　
　
　
　
　
　
　
⑦

述
す
る
か
、
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
三
人
が
似
て
い
る
と
し
て
異
論
の
な
い
所
は
、
（
一
）
賃
銀
労

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

働
者
を
貧
困
か
ら
救
済
す
る
事
を
含
む
人
類
の
解
放
の
思
想
。
（
二
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

現
実
社
会
危
機
の
意
識
と
未
来
社
会
（
ユ
ー
ト
ピ
ア
）
の
構
想
。
（
三
）

社
会
改
革
の
手
段
と
し
て
の
改
良
主
義
。
即
ち
、
宇
密
法
則
に
比
す

　
　
　
　
　
　
　
　
⑩
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

べ
き
社
会
法
鋼
の
発
見
。
公
共
教
育
の
実
施
。
既
成
の
宗
教
道
徳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

否
定
と
愛
他
主
義
の
普
及
啓
蒙
。
以
上
の
諸
点
で
あ
る
。
更
に
、
フ

ー
リ
エ
と
オ
ウ
エ
ン
の
二
人
だ
け
を
取
り
出
せ
ば
、
上
の
類
似
点
以

外
に
、
　
「
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
こ
と
「
統
一
と
相
互
協
岡
の
村
」
と
の
類

　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

似
点
、
結
婚
制
度
批
判
・
女
性
解
放
論
の
類
似
点
が
附
け
加
わ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
共
通
点
が
あ
る
限
り
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
見
方
も
ジ
イ

ド
の
見
方
も
説
得
力
を
持
っ
て
い
る
。
に
も
拘
ら
ず
、
差
異
点
を
究
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サソ・シモン、フーーリエ対オウェソ（堀井）

め
て
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
根
拠
を
次
に
提
押
し
た
い
と
思
う
。

　
第
一
。
仏
英
社
会
が
同
じ
発
展
段
階
に
あ
っ
た
た
め
に
同
じ
思
想

が
生
れ
た
（
エ
ン
ゲ
ル
ス
）
と
い
う
面
と
は
反
対
に
、
む
し
ろ
違
っ
た

社
会
の
現
実
か
ら
同
じ
思
想
が
生
れ
た
と
い
う
面
は
な
い
の
か
。

　
第
二
。
　
「
フ
ー
リ
エ
と
オ
ウ
エ
ソ
と
は
全
く
相
異
な
る
二
つ
の
世

界
に
生
活
し
て
い
た
」
（
ジ
イ
ド
）
か
ら
に
は
、
両
者
の
思
想
に
違
い

が
生
じ
な
か
っ
た
の
か
。

　
第
一
二
。
晩
年
の
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
マ
ル
ク
ス
の
手
稿
に
よ
っ
て
、

サ
ン
・
シ
モ
ン
と
オ
ウ
エ
ソ
と
の
差
異
に
気
付
か
せ
ら
れ
た
と
い
う

　
　
　
　
　
⑯

事
実
が
あ
る
。

　
第
四
。
一
日
後
、
デ
ポ
ー
リ
ン
や
モ
ー
ト
ソ
の
よ
う
な
マ
ル
ク
ス
主

義
者
の
オ
ウ
ェ
ソ
研
究
家
も
、
他
の
二
人
に
対
す
る
オ
ウ
エ
ソ
の
独

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

．
自
性
を
二
二
二
指
摘
し
て
い
る
。

　
第
五
。
三
人
の
共
通
点
と
し
て
挙
げ
た
前
述
の
諸
点
は
、
ヒ
ュ
ー

　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

マ
ユ
ズ
ム
｛
般
に
属
す
る
諸
観
念
と
云
っ
て
も
よ
い
。
も
し
観
点
を

下
げ
て
現
実
の
具
体
的
な
社
会
問
題
を
指
標
と
す
れ
ば
、
差
異
は
拡

大
す
る
の
で
は
な
い
か
。

　
な
お
、
従
来
の
研
究
は
、
思
想
形
成
上
三
人
相
互
の
交
渉
関
係
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

薄
く
、
各
々
が
独
自
に
思
想
を
抱
懐
し
た
と
教
え
て
い
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
あ
る
程
、
仏
英
思
想
家
の
比
較
は
、
相
互
影
響
の
研
究
と
い

う
よ
り
、
比
較
史
的
研
究
の
一
面
を
持
つ
で
来
る
。
こ
の
事
こ
そ
、

筆
者
の
及
ば
な
い
岨
伝
を
必
要
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
同
時
に
興
味

を
喚
起
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
次
第
に
よ
っ
て
、
　
『
サ
ソ
・
シ
モ
ン
著
作
集
』
十
一
巻
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

『
フ
ー
リ
エ
全
集
』
六
巻
、
オ
ウ
エ
ソ
の
諸
著
作
を
読
み
比
べ
、
も

っ
て
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
の
二
人
と
オ
ウ
エ
ソ
と
の
差
異
を

述
べ
る
。
比
較
の
指
標
と
し
て
選
ぶ
も
の
は
以
下
の
節
の
問
題
で
あ
・

る
。

　
①
Ω
㊤
琶
。
出
⑦
霞
三
〇
菊
。
薯
吋
。
ざ
。
。
旨
冨
象
ω
ρ
陣
暮
あ
営
。
戸
宰
ρ
g
。
圃
ω

　
　
竃
騨
誌
O
O
げ
9
識
①
◎
ロ
閏
O
鎧
噌
一
①
冠
●
　
野
O
ぴ
O
同
酔
○
≦
O
鼻

　
②
　
例
え
ば
、
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
研
究
の
徴
㊤
惹
ヨ
①
巨
。
種
O
団
、
　
フ
ー
リ
エ
研
究
の

　
　
鵠
ロ
げ
。
苫
b
d
o
霞
σ
q
ぎ
、
オ
ウ
エ
ソ
研
究
の
○
曜
σ
．
類
．
O
o
一
Φ
が
代
蓑
的
で
あ

　
　
ろ
う
。

　
③
坂
本
慶
一
『
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
思
想
の
形
威
i
サ
ソ
・
シ
モ
ン
と
サ
ソ
・

　
　
シ
モ
ン
派
…
』
㌘
九
六
　
、
　
一
一
…
1
一
四
貰
。

　
④
　
プ
ー
リ
詣
に
つ
い
て
は
、
資
本
主
義
体
舗
批
判
・
体
制
変
革
の
諸
要
素
を
強
一
調

　
　
し
て
「
敏
会
主
義
者
」
と
す
る
図
雷
σ
q
㊦
訂
や
図
胃
○
胃
器
鳥
蜜
。
消
費
協
同
組
合

　
　
主
義
の
祖
と
す
る
O
劉
Ω
乙
①
。
両
者
の
折
衷
的
な
立
場
と
思
わ
れ
る
翼
・
ピ
①
噌
。
楓
。

　
⑤
エ
ン
ゲ
ル
ス
『
空
想
よ
り
科
学
ヘ
ー
社
会
訳
義
の
発
展
』
大
内
兵
衛
訳
、
岩

　
　
波
文
庫
、
特
に
二
　
頁
。

　
⑥
ジ
イ
ド
、
リ
ス
ト
原
著
『
経
済
学
説
史
駈
富
川
戯
一
郎
訳
、
上
巻
三
二
六
頁
以

　
　
下
。
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①
　
例
え
ば
「
ク
リ
．
す
臨
渡
書
」
の
層
U
目
O
N
讐
け
．
σ
⑦
’
5
㊦
計
曾
く
一
α
包
。
ロ
P
《
6
瓢
O
》

　
H
×
”
ピ
、
腫
娼
o
ρ
き
O
o
葺
。
諺
℃
o
壇
轟
轟
H
讐
男
①
ω
3
ロ
鎚
江
。
溶
ω
纂
菊
①
く
。
一
見
豊
。
昌
ω

　
（
一
G
。
嵩
山
Q
。
譲
y
一
㊤
q
ω
顎
℃
や
．
a
l
司
り
「

⑧
人
類
解
放
の
申
に
賃
銀
労
働
者
階
級
の
救
済
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
い
た
か
ど

　
う
か
に
関
し
て
は
、
三
人
の
中
最
も
疑
わ
し
い
の
は
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
場
合
で

　
あ
る
。
し
か
し
、
筆
者
は
、
　
『
塵
輿
論
臨
等
の
時
期
よ
り
は
更
に
晩
年
の
『
産
業

　
体
健
論
』
（
一
八
｛
＝
）
『
新
キ
リ
ス
ト
教
臨
（
一
八
工
五
）
の
頃
に
は
、
賃
銀

　
労
働
者
の
解
放
を
強
く
意
識
し
て
い
た
と
い
う
見
解
に
賛
成
で
あ
る
。
な
お
、
こ

　
の
後
の
著
作
の
・
甲
に
出
て
く
る
．
「
塗
す
貧
し
い
最
大
多
数
の
階
級
」
と
は
、
決
し

　
て
「
産
業
者
」
全
体
を
指
す
も
の
で
は
な
く
、
下
瓦
の
産
業
者
つ
ま
り
「
碗
の
労

　
鋤
を
売
る
人
」
「
労
偉
者
階
級
」
を
指
す
も
の
で
あ
る
。
O
q
。
・
岩
3
ヨ
。
一
ロ
α
器
、

　
霞
一
①
ど
の
翁
ぐ
。
一
●
（
メ
メ
躊
y
℃
「
◎
。
ピ
《
8
簿
⑳
o
冨
ω
ω
o
…
》
．
O
舞
二
三
匂
・
話
Φ
α
Φ
ω

　
ぎ
島
昌
ω
窪
｝
巴
ρ
G
。
⑳
〈
o
一
．
（
図
メ
暖
く
類
ソ
や
ち
↑
｝
顧
㌶
1
や
H
器
ピ
ビ
σ
Φ

　
同
．
O
同
α
q
㊤
鄭
冨
㊤
¢
o
轟
ω
O
o
β
層
層
一
〇
恥
く
O
ド
（
メ
×
×
目
〆
）
層
や
這
駆
等
の
簸
所
に

　
表
わ
れ
た
粥
語
を
比
枯
軟
す
れ
ば
、
　
一
㊤
9
帥
ω
ω
⑦
o
信
く
江
鍵
。
”
冨
。
一
ρ
器
。
畠
㊦
。
陰

　
罎
。
蒜
欝
貯
辛
し
p
巳
器
器
．
ρ
巳
轟
．
甲
℃
9
暮
優
磐
茸
Φ
。
。
旨
。
《
窪
。
。
α
、
o
己
。
，
－

　
盆
嵩
。
①
ρ
器
｝
①
貯
ρ
ぐ
蝉
二
鳥
㊦
ω
①
ω
ぴ
鎚
ω
が
茸
雰
占
。
ヨ
ぴ
奉
拐
①
で
あ
り
、

　
か
つ
ぼ
ω
o
げ
⑦
け
山
霧
鉾
斜
く
餌
∬
×
言
α
q
簿
二
巴
ρ
貯
伽
訴
宵
δ
冴
。
唱
巳
。
暮
ω

　
の
対
立
概
念
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

⑨
フ
ー
リ
エ
、
オ
ゥ
エ
ソ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
共
に
非
資
本
主
義
的
で
あ
る
が
、
し

　
か
し
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
回
指
す
窮
極
の
体
制
ω
嘱
障
ゆ
旨
。
貯
鳥
環
ω
＃
δ
一
は
、
門
純

．
粋
培
養
型
資
本
主
義
」
　
（
水
田
洋
、
水
田
珠
枝
『
社
会
主
義
思
想
史
隠
一
九
五
八

　
年
、
　
一
八
一
頁
）
の
祉
会
で
あ
る
。
従
っ
て
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
質
を
問
題
に
し
な

　
い
限
り
に
於
て
「
ユ
ー
ト
ピ
ア
構
想
」
と
い
う
共
通
点
が
三
者
間
に
威
立
す
る
。

⑩
三
人
共
各
露
発
見
し
た
法
器
を
、
自
然
科
学
に
於
け
る
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
万
有
引

　
力
の
法
羅
（
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
　
フ
ー
リ
エ
）
、
筆
墨
法
鑓
（
オ
ウ
エ
ソ
）
に
比
し

　
て
い
る
。
例
え
ば
○
≦
。
ぎ
㊤
器
≦
〈
δ
ぞ
。
h
。
。
0
9
簿
団
”
娼
．
9
楊
井
克
巳

訳
一
〇
六
頁
。

⑪
ω
亨
ω
ぎ
。
p
u
．
9
α
q
劣
二
二
⑦
鼻
巻
く
。
暦
（
×
区
》
や
器
箕
や
累

　
男
。
∬
ぼ
⑦
ざ
摩
滋
。
瓢
。
山
〇
一
、
燐
巳
綜
已
監
く
。
屋
同
一
ρ
回
目
く
（
8
∬
く
器
。
。
戸
α
Y

　
O
譲
⑦
罫
ρ
嵩
》
α
鳥
器
器
け
O
汁
プ
O
ご
μ
プ
ρ
ぴ
需
P
嵩
富
O
h
翼
3
く
い
9
昌
P
戦
ぎ
娼
や
⑩
も
Q

　
印
。
Φ
ρ
4
．
訳
九
頁
以
下
。

⑫
o
Q
臥
簿
－
。
D
ぎ
。
p
翼
9
署
①
髭
。
げ
濠
賦
日
置
ヨ
ρ
刈
α
ぐ
9
（
区
メ
嵩
H
y
署
●

　
㊤
刈
ω
8
φ
司
8
ユ
Φ
び
日
劇
。
ユ
。
審
ω
ゆ
奏
窪
窃
彗
◎
望
‘
う
ヨ
窪
蹉
①
け
号
ω

　
9
ω
焦
凶
感
。
ω
σ
q
9
み
轟
一
Φ
ω
’
（
8
篇
く
話
q
隠
．
壁
一
y
℃
や
b
。
ゆ
。
。
ω
㊦
ρ
．
⇔
巳
厳
島
巳
く
。
￥

　
器
二
㊦
（
6
げ
伽
。
甑
①
島
。
｝
、
缶
は
畠
億
巳
く
㊦
暴
。
嵩
。
の
略
記
y
鉾
H
く
（
、
8
鐸
く
器
。
。

　
汁
．
㎝
y
や
ω
⑩
鼻
畠
○
壕
o
P
諺
窯
。
護
く
沖
㊦
を
。
断
ω
0
9
馨
《
　
》
や
嵩
ψ
o
ゆ
二

　
℃
℃
．
ミ
器
ρ
ρ
．
楊
井
克
言
訳
岩
波
文
庫
三
一
頁
以
下
、
八
○
頁
以
下
。
　
○
≦
⑦
p

　
同
げ
。
浸
h
①
o
貼
聞
。
σ
o
碁
○
！
く
。
ロ
σ
再
三
営
ω
⑦
拝
℃
や
b
。
c
。
一
ω
o
ρ
■
騨
雛
α
も
や

　
悼
9
◎
◎
σ
0
0
㊦
の
ゆ
．
四
馬
諏
戊
訳
山
石
日
文
一
陣
、
　
ご
一
五
五
百
ハ
以
下
、
　
＝
エ
ハ
ご
一
i
四
頁
。

⑬
奄
げ
自
差
σ
q
。
》
（
O
O
　
舅
O
鐸
脱
一
Φ
憎
）
．
．
、
≦
蕾
σ
q
o
。
隔
d
巳
畠
吋
匿
ヨ
幕
篇
鉱

　
O
o
6
℃
o
霞
¢
o
β
．
、
（
o
｛
○
考
㊦
ε
。
小
暇
濡
集
団
で
あ
る
こ
と
、
広
さ
は
「
村
」

　
の
方
が
狭
い
が
と
に
か
く
一
村
位
を
単
位
と
し
、
人
口
も
大
差
が
な
い
華
、
食
堂

　
そ
の
他
の
共
同
設
備
を
中
心
に
生
活
が
展
関
…
さ
さ
れ
る
華
、
農
業
を
重
視
し
田
園
．

　
風
で
あ
る
籍
、
社
会
関
係
に
於
て
藤
主
・
雇
人
の
別
が
な
い
壌
。

⑭
頃
薯
甑
Φ
び
ρ
舜
霞
㊦
ω
竃
。
竃
Φ
旨
Φ
導
ω
（
け
二
y
勺
や
麟
。
。
心
・
。
蒔
●
翻
田
満
輝

　
訳
『
運
動
の
理
論
（
上
）
』
世
界
古
典
文
庫
、
一
一
〇
九
！
工
八
八
買
。
（
以
下
、

　
同
プ
ゆ
。
瓢
⑦
血
。
。
。
ρ
面
詰
諺
ω
蜜
。
郭
く
⑦
ヨ
⑦
轟
け
ω
日
曜
⑦
ω
　
鳥
①
簿
営
曾
ω
σ
蔓
①
昌
曾
鶏
④
ω

　
を
上
の
よ
う
に
略
す
σ
）
○
棄
。
網
目
げ
Φ
諸
ρ
肖
ゲ
σ
q
①
ω
曳
珍
。
ヨ
。
｛
仲
プ
。
唱
。
蔑

　
乏
O
ユ
負
一
c
o
ω
G
o
■

⑮
結
論
の
　
つ
を
先
取
す
れ
ば
、
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
凱
と
「
村
」
と
は
、
違
っ
た
現
災
．

　
認
識
か
ら
生
れ
た
岡
じ
ょ
う
な
構
想
で
あ
る
と
筆
者
は
考
え
る
。

⑯
　
　
『
資
本
払
礪
』
繁
　
二
巻
第
三
六
出
昂
、
山
蕎
波
L
又
庫
版
（
十
－
）
四
六
三
頁
靴
駄
一
㎜
四
。
　
但

　
し
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
、
　
「
究
想
的
社
会
主
義
」
概
念
を
棄
て
た
わ
け
で
は
な
い
。
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⑰
〉
’
軍
。
。
σ
。
誌
戸
¢
畠
。
臨
Φ
○
鐸
①
屋
口
霧
。
。
”
や
8
8
や
0
8
■
『
歴
史
の

　
諸
問
題
』
所
…
収
。
藤
太
・
和
魚
蝋
・
天
氏
の
教
示
に
よ
る
。
》
．
い
．
銀
。
諄
o
P
煮
昌
山
㊦
ヨ
一

　
ω
籏
。
一
〇
α
、
9
0
讐
p
紆
男
。
げ
。
詳
○
≦
窪
暮
O
罫
屑
。
胃
一
霞
帥
を
◆
鑑
。
護
β

　
《
℃
o
昌
怨
。
》
翼
9
お
Q
。
讐
窪
写
譜
H
⑩
8
．
唱
や
ト
。
㊤
為
り

⑱
④
サ
ン
・
シ
モ
ン
と
オ
ウ
エ
ソ
と
の
関
係
は
余
り
な
か
っ
た
。
⑭
フ
ー
リ

　
エ
と
オ
ウ
エ
ン
と
は
思
想
上
識
り
合
っ
て
居
り
、
フ
ー
リ
エ
死
の
年
に
二
人
は
会

　
つ
た
事
も
あ
る
。
娼
賃
げ
。
剴
切
。
嚢
σ
q
一
P
男
。
霞
一
Φ
さ
O
o
轟
霞
ぴ
ロ
甑
。
出
帥
一
．
簿
質
α
o

　
α
嘗
。
陰
o
o
㌶
＝
。
α
諺
㊦
坤
伊
鳶
巴
。
。
魑
お
8
’
℃
や
一
8
∴
置
蟹
○
≦
①
歌
い
隊
。
げ
騰
ε
日
－

　
ω
④
一
抽
や
9
。
器
ρ
ロ
匹
や
Q
。
㈹
。
。
．
㎏
幽
O
窪
ω
”
男
。
げ
①
詳
○
謹
書
帥
男
錠
一
ω
雲

　
H
◎
。
ω
メ
《
ビ
。
㌶
o
煽
く
①
ヨ
①
簿
ω
o
o
一
紘
y
影
蝿
三
等
o
a
層
0
9
i
傭
の
ρ
一
㊤
露
顧

⑲
④
○
口
煽
く
屋
ω
留
。
D
鉱
簿
あ
ぎ
窪
㊦
け
島
、
野
h
き
藏
詳
野
掛
霜
。
。
層
メ
＜
。

　
＜
o
一
二
区
く
H
同
目
評
〆
〆
嵩
目
6
〈
o
一
ω
．
噛
×
×
メ
く
嵩
ρ
区
い
轟
く
。
｝
ω
；
○
国
蛋
く
話
。
噂
戯
⑦

　
ω
蝕
簿
－
醗
旨
。
鈍
雛
く
。
一
。
・
曾
山
烈
都
大
学
所
蔵
。
本
稿
で
の
引
用
明
示
は
、
「
作

　
温
名
又
は
そ
の
略
記
、
○
国
償
く
＄
。
・
画
。
ω
鉱
ロ
掌
徳
日
。
鋤
の
巻
数
、
括
孤
内
は

　
○
国
¢
く
層
窃
匹
。
ω
銀
昌
掌
ω
一
導
O
昌
霧
α
、
国
昌
富
纂
葺
の
巻
数
、
置
数
」
の
順
序
。

　
＠
○
国
薯
冨
ω
o
。
旨
唱
憂
窃
（
鳥
㊦
O
財
’
屑
。
霞
δ
『
ソ
O
〈
。
H
ω
‘
H
。
。
禽
－
蕊
画
㎝
・

　
京
都
大
学
所
蔵
。
本
稿
で
の
引
用
明
示
は
、
　
「
作
品
名
医
は
そ
の
略
記
、
括
孤
内

　
は
○
図
乏
く
婦
⑦
ω
O
¢
臼
覧
黛
霧
の
巻
数
、
頁
数
」
の
順
序
。
◎
　
潟
O
ぴ
㊦
詳
○
名
。
ジ

　
》
累
。
≦
＜
δ
芝
o
h
ω
o
o
一
Φ
苗
9
臨
山
0
3
貧
名
ユ
銘
護
α
Q
し
段
噂
図
く
。
蔓
日
ρ
謬
、
ω

　
U
ぴ
影
H
ざ
本
稿
で
¢
引
用
は
「
作
口
唱
又
は
そ
の
略
記
、
国
く
曾
鴇
皆
ρ
瓢
．
。
・
ピ
随
再
霞
楼

　
版
の
頁
数
、
『
漸
社
会
観
』
流
弾
克
巳
訳
岩
波
文
庫
の
頁
数
又
は
、
『
社
会
変
革

　
と
教
育
』
渡
辺
義
晴
訳
（
一
九
六
三
）
，
の
二
二
」
の
順
序
。
㊥
　
○
棄
。
P
昌
δ

　
い
隊
①
o
｛
図
。
σ
㊦
洋
O
考
Φ
昌
げ
蜜
ぼ
旨
㎝
Φ
一
抄
芝
要
塞
ρ
昌
一
鄭
茸
。
鳥
琴
餓
。
昌
び
唄

　
言
・
じ
ほ
o
o
が
U
o
昌
畠
。
詳
一
㊤
鱒
P
本
稿
で
の
引
用
は
、
「
○
萎
¢
戸
ぴ
需
Φ
σ
嘱
巳
ヨ
ω
o
罵

　
の
略
記
、
そ
の
頁
数
、
『
オ
ウ
エ
ソ
自
叙
伝
駈
五
島
茂
訳
岩
波
文
輝
の
頁
数
。
」
の

　
二
二
と
す
る
。

院
う
べ
き
階
級

　
市
民
革
命
の
後
に
も
な
お
運
命
的
に
貧
困
な
階
級
が
存
在
す
る
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

を
問
題
に
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
バ
ブ
ー
フ
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、

フ
ー
リ
エ
の
功
績
で
あ
り
、
中
で
も
都
市
的
工
業
的
な
社
会
階
級
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

貧
困
の
指
摘
は
、
後
二
者
の
徳
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス
で
は
、
オ
ウ
エ

ソ
以
前
に
既
に
論
議
の
的
と
な
っ
て
い
た
と
は
云
え
、
オ
ウ
エ
ン
も

同
じ
役
割
を
果
し
た
。
し
か
し
、
貧
困
な
階
級
を
そ
う
あ
ら
し
め
る

支
配
階
級
の
見
方
に
つ
い
て
は
、
仏
英
、
次
の
よ
う
に
違
う
。

　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
が
排
撃
し
た
「
人
間
に
よ
る
人
間
の
搾
取
（
利
用
）
」

と
は
、
「
非
生
産
者
」
倉
。
苧
鷲
○
曾
9
①
脅
》
が
「
生
産
者
」
《
箕
P

曾
。
訂
養
》
か
ら
甘
い
蜜
を
奪
う
こ
と
に
他
な
ら
な
い
。
怠
惰
有
閑
の

寄
生
者
た
る
大
土
地
所
有
者
》
利
子
生
活
者
、
上
層
…
の
官
僚
・
嬰
職

者
に
対
す
る
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
毒
舌
は
激
し
聡

サ
ソ
．
シ
モ
ン
も
商
人
の
投
機
活
動
を
非
難
し
て
い
る
押
・
フ
ー

リ
エ
は
も
っ
と
徹
底
的
に
排
撃
し
た
。
フ
ー
リ
エ
が
生
涯
商
業
批
判
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
続
け
た
こ
と
に
つ
い
て
は
周
知
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
筆
者
は
、
そ

の
商
人
が
次
の
よ
う
に
前
期
的
な
性
格
を
強
く
持
っ
て
い
る
こ
と
に

注
意
し
た
い
。
即
ち
、
　
（
一
）
フ
ー
リ
エ
の
挙
げ
る
実
例
で
は
商
業

79　（715）



　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

利
潤
が
余
り
に
大
き
い
。
　
（
二
）
他
の
競
争
者
を
締
め
出
し
、
独
占

　
　
　
　
　
⑦

す
る
特
権
商
人
。
　
（
三
）
農
産
物
等
の
流
通
過
程
で
買
占
め
や
投
機

　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

を
や
る
商
人
。
　
（
四
）
戦
時
経
済
の
混
乱
に
つ
け
込
む
商
人
。
（
五
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

農
村
に
も
ぐ
り
込
む
高
利
貸
。
　
（
六
）
小
規
模
な
製
造
業
を
支
配
す

　
　
　
　
　
⑪

る
問
屋
制
商
人
。
い
ず
れ
も
流
通
機
構
・
金
融
市
場
の
未
整
備
と
い

う
よ
う
な
、
む
し
ろ
資
本
主
義
経
済
の
未
発
達
状
態
に
寄
生
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

る
商
人
を
フ
ー
リ
エ
は
攻
撃
し
た
の
で
あ
る
。

　
イ
ギ
リ
ス
に
於
て
地
主
の
寄
生
性
は
哲
学
的
急
進
主
義
者
が
問
題

　
　
　
　
　
　
　
⑬

と
し
た
事
で
あ
っ
て
、
オ
ウ
エ
ソ
の
中
に
地
主
攻
撃
を
見
出
す
こ
と

は
で
き
ま
い
。
又
、
オ
ウ
ェ
ソ
も
商
業
精
神
を
非
難
し
て
い
る
が
、

儲
け
主
義
と
い
う
意
味
で
同
僚
の
資
本
家
（
ア
ト
キ
ン
ス
氏
等
）
の
営

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

利
主
義
を
念
頭
に
亡
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
投
機
的
で
な
い
健
全
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

小
売
商
の
商
店
員
だ
っ
た
事
の
あ
る
オ
ウ
エ
ソ
、
当
時
「
下
院
で
優

勢
な
製
造
工
業
者
階
級
」
の
利
己
主
義
と
対
決
し
よ
う
と
し
て
い
た

　
　
　
　
⑯

オ
ウ
エ
ソ
は
、
前
述
の
よ
う
な
商
人
と
接
し
て
い
た
フ
ー
リ
エ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

「
晶
質
不
良
品
の
製
造
工
業
老
」
の
み
を
当
寄
生
者
」
と
し
て
製
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

工
業
老
そ
の
も
の
は
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と
し
た
フ
ー
リ
エ

と
、
同
濁
に
論
ぜ
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
ラ
ー
リ
ェ
の
呪
い
は
、
対
象
の
ず
れ
は
あ
る
が

論
理
を
同
じ
く
し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
生
産
に
無
関
係
な
人
々
が
生

産
に
従
持
す
る
人
々
を
圧
迫
す
る
も
の
と
し
て
謡
え
て
い
る
。
従
っ

て
、
資
本
家
対
労
働
者
の
関
係
は
、
生
産
者
の
内
部
関
係
と
し
て
把

え
ら
れ
る
事
に
な
り
、
二
人
置
階
級
認
識
は
二
重
に
な
る
。
即
ち
土

地
貴
族
・
商
人
対
生
産
者
、
そ
の
生
産
者
の
中
の
資
本
家
対
労
働
、

と
。
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
主
要
攻
撃
目
標
が
土
地
貴
族
に
あ
る
限
り
、
彼

の
労
働
春
階
級
に
対
す
る
善
意
の
観
念
は
、
歴
史
上
の
運
命
に
於
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

自
由
主
義
思
想
の
運
命
に
近
い
も
の
と
な
り
、
七
月
・
二
月
両
革
命

の
後
も
生
き
延
び
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
フ
ー
リ
エ
の
場
合
も
、
貧

困
階
級
論
、
中
間
搾
取
の
な
い
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
構
想
、
経
済
の
無
政

府
性
指
弾
が
古
い
型
の
商
人
批
判
を
基
底
と
し
て
居
る
限
り
、
そ
の

社
会
批
判
は
（
た
と
い
資
本
主
義
批
判
と
呼
ぶ
に
し
ろ
）
、
　
長
生
で
き
な

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
性
格
の
も
の
で
あ
る
。
や
が
て
仏
英
労
働
者
政
党
の
誕
生
期
と
も

な
れ
ば
、
オ
ゥ
エ
ソ
と
他
の
二
人
の
意
義
の
差
は
階
級
観
の
点
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

決
定
的
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
階
級
観
の
差
異
は
、
形
成
上
か
ら
ど
の
よ
う
に
説
明

で
き
る
か
。
第
一
に
、
個
人
的
な
事
情
と
し
て
、
元
貴
族
サ
ソ
・
シ

モ
ン
が
土
地
貴
族
の
内
幕
を
、
元
大
商
人
後
身
店
員
の
フ
ー
リ
エ
が
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サソ・シモン、フー一Nリエ対オウエソ（堀井）

商
人
の
内
情
を
、
半
生
経
営
者
の
オ
ウ
エ
ソ
が
資
本
家
の
事
情
を
、

そ
れ
ぞ
れ
よ
く
知
っ
て
い
亮
事
に
よ
る
。
し
か
し
も
前
二
者
の
場
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
元
所
属
の
階
級
か
ら
脱
落
し
た
事
に
よ
っ
て
観
察
の

客
観
性
が
増
し
、
毒
舌
の
遠
慮
の
無
さ
が
可
能
に
な
っ
た
と
い
う
慕

も
加
わ
っ
て
い
る
。

　
第
二
に
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
土
地
貴
族
攻
撃
は
、
勿
論
王
政
復
古

下
の
旧
勢
力
復
活
を
抜
き
に
し
て
は
考
え
ら
れ
な
魑
彼
の
呪
い
の

激
し
さ
は
、
貴
族
階
級
に
対
す
る
妥
協
を
許
さ
な
か
っ
た
フ
ラ
ン
ス

の
激
し
さ
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
資
本
家
批
判
の
オ
ウ
エ
ソ
が

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

貴
族
と
結
ん
で
い
る
の
は
、
貴
族
が
労
資
対
立
の
外
に
第
三
者
と
し

て
存
在
す
る
イ
ギ
リ
ス
社
会
の
特
質
と
関
係
が
あ
る
。

　
第
三
に
、
フ
ラ
ン
ス
大
革
命
は
工
業
を
臨
接
刺
戟
す
る
事
は
な
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

つ
た
が
、
商
業
発
展
の
道
は
す
ぐ
に
も
開
い
た
。
そ
の
後
も
革
命
、

戦
争
が
経
済
を
混
乱
さ
せ
、
経
営
者
型
よ
り
も
投
機
商
人
・
政
商
型

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
人
間
が
活
動
し
易
い
状
況
に
あ
っ
た
。
こ
こ
に
フ
ー
リ
エ
の
思
想

が
誕
生
し
た
の
で
あ
る
。

　
①
　
《
。
冨
ω
器
ψ
ヨ
象
σ
Q
窪
審
ω
y
乙
9
き
ω
o
ユ
叶
ε
。
§
霊
〆
切
β
。
げ
。
q
抄
〉
．
国
．

　
　
因
．
凋
二
一
〇
⑦
9
や
。
。
畠
．
倶
し
バ
ブ
ー
フ
の
貧
困
階
級
と
は
、
農
村
酌
農
業
的
で

　
　
あ
る
。

　
②
フ
ー
リ
エ
は
「
見
農
業
的
で
あ
る
が
、
工
業
的
都
市
階
級
の
貧
困
を
見
逃
し
は

　
し
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
冥
。
帽
く
①
婁
寓
。
瓢
α
①
（
倉
①
）
．
唱
巳
ω
謬
・

③
○
両
憂
冨
⑳
癒
ω
僻
三
学
。
。
碁
。
鈍
ω
評
紫
〆
、
。
ξ
（
×
肖
メ
…
×
×
［
）
に
収
め
ら
れ

　
た
諸
篇
及
び
O
㊤
蒜
。
げ
貰
讐
。
餌
塁
ぎ
憂
μ
ω
嘗
δ
一
μ
◎
。
偽
く
O
野
等
の
到
る
所
。
　
比

　
喩
酌
な
袈
現
と
し
て
は
、
特
に
ω
霞
『
ゆ
発
話
嵩
Φ
審
ω
p
び
㊦
一
曲
＄
簿
伽
窪

　
マ
巴
。
轟
ω
”
冨
ド
⑩
η
ω
轟
く
。
野
（
×
同
婦
y
二
野
．
昏
σ
＝
白
・
o
ρ
ρ
．
に
展
開
さ
れ
て
い
る
。

④
巨
d
義
婁
寄
舞
。
葺
劇
恥
く
。
ピ
（
×
×
y
ワ
鱒
8
胸

⑤
　
《
O
ぴ
霞
一
舞
§
o
工
Φ
ω
O
O
ヨ
ヨ
①
嵩
冨
｝
霧
》
一
。
。
O
刈
O
需
一
。
。
Φ
。
。
の
著
作
以
来
生
涯

　
の
テ
ー
マ
の
一
つ
が
商
業
批
判
。

⑥
8
冨
。
戦
δ
雪
各
自
。
鉾
艶
賞
窪
昌
£
舞
ぞ
。
ス
ダ
ω
）
ら
「
鉾
◎
．

⑦
ゆ
轟
窪
。
ω
鼠
。
嚢
。
ヨ
⑦
簿
・
。
樋
（
叶
這
ソ
℃
・
ω
㊤
恥
．

⑧
∋
轟
．
℃
9
。
。
α
。
。
響
℃
・
G
。
⑩
9
や
軽
O
朝
．

⑨
　
則
三
島
；
で
■
。
。
④
。
。
．
q
三
＄
窪
一
く
。
話
¢
一
一
①
け
誌
ス
壁
q
y
署
’
島
・
。
ム
マ

⑩
。
。
。
筥
日
鎗
話
ω
簿
ρ
導
。
昌
8
含
ツ
㊤
藪
号
一
、
§
ま
監
三
く
角
ω
窪
p

　
（
壁
b
Q
）
．
毛
」
ω
㎝
ω
8
■

⑪
¢
三
藏
塁
才
霞
ω
Φ
＝
。
ρ
・
。
噛
（
鈴
ω
y
や
㌶
メ

⑫
　
フ
ー
リ
エ
の
挙
げ
て
い
る
周
知
の
突
例
、
即
ち
パ
リ
と
ル
ア
ン
と
の
り
ん
ご
の

　
価
格
が
百
対
［
で
あ
る
事
（
ガ
ロ
ー
デ
ィ
『
近
代
フ
ラ
ン
ス
社
会
思
想
史
山
平
田

　
清
明
訳
一
烈
三
島
）
は
、
誇
張
だ
と
し
て
も
当
時
の
商
品
価
格
の
地
方
差
が
い
か

　
に
大
き
か
っ
た
か
を
想
像
し
よ
う
。
従
っ
て
我
々
は
フ
ー
リ
エ
を
単
純
に
資
本
主

　
義
血
判
者
と
す
る
だ
け
で
は
満
足
で
き
な
い
。

⑬
柳
匂
．
》
摩
一
♂
｝
’
幹
駕
一
｝
ピ
な
お
リ
カ
ー
ド
派
社
ム
誤
主
義
者
｝
O
げ
瓢
O
村
㊤
団
も
不

　
生
産
階
級
を
攻
鷲
し
て
い
る
が
、
労
鋤
全
収
権
　
思
想
の
上
に
立
っ
て
屠
り
、
サ
ソ
・

　
シ
モ
ン
と
同
臼
の
談
で
は
な
い
。

⑭
○
箋
㊦
ρ
ζ
ぽ
ξ
三
ヨ
ω
o
罫
や
一
“
。
戸
倉
　
六
閥
頁
。

⑬
　
一
げ
ξ
二
℃
℃
。
一
④
ω
8
ゆ
．
「
マ
ッ
ク
ガ
フ
ォ
ッ
グ
氏
は
正
直
で
掛
値
が
な
い
…

　
…
」
訳
ヨ
四
頁
。

⑯
旨
準
魑
や
綴
り
．
訳
二
一
〇
頁
。
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⑰
⇔
嵩
ま
録
ぞ
・
携
巴
。
壁
。
。
（
轡
・
劇
）
・
℃
・
ミ
凱
・

⑲
の
轟
霞
・
q
。
鑑
。
薯
。
旨
。
ロ
β
℃
唱
・
。
。
。
。
G
。
－
ω
。
。
ψ
・

⑲
　
但
し
、
軍
人
、
　
一
気
の
官
吏
、
投
機
を
事
と
す
る
商
人
、
法
律
家
弁
護
士
は
呪

　
い
の
対
象
と
し
て
両
者
共
通
。

⑳
誤
解
を
ざ
け
る
た
め
に
㎜
欝
。
思
想
の
性
格
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
自
由
主

　
義
思
想
と
二
点
で
異
な
る
。
④
経
済
の
管
理
・
組
織
化
。
＠
労
働
奢
階
級
の

　
福
祉
を
第
一
義
と
す
る
事
（
晩
年
）
。

⑳
　
通
説
は
、
殊
に
マ
ル
ク
ス
主
義
春
の
説
は
、
フ
ー
リ
エ
の
「
産
業
上
の
無
政
府

　
性
」
指
摘
を
「
資
本
主
義
批
判
の
館
＝
に
挙
げ
る
事
で
あ
る
。
例
え
ば
閑
。
的
負

　
O
㌶
器
噺
ざ
U
Φ
ω
。
・
o
弩
8
ω
粋
騨
ロ
0
9
器
。
・
α
億
。
。
o
。
砂
＝
ω
ヨ
。
ω
o
一
¢
簿
茜
ρ
器
℃

　
H
⑩
蒔
O
曽
℃
℃
9
H
O
b
。
。
・
o
φ
し
か
し
、
そ
れ
に
し
て
も
、
フ
ー
リ
エ
が
政
治
動
乱
に

　
よ
っ
て
概
乱
さ
れ
た
経
済
状
態
、
流
通
の
未
発
達
の
状
態
（
一
一
つ
と
も
必
ず
し
も

　
資
本
主
義
固
有
の
も
の
で
は
な
い
状
態
）
の
認
識
を
先
ず
踏
ま
え
て
い
た
事
に
注

　
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
認
識
の
上
に
一
八
二
五
年
以
後
の
恐
慌

　
（
資
庫
主
義
の
無
政
府
性
）
の
認
識
が
重
な
っ
て
来
る
の
で
あ
る
が
、
フ
ー
リ
エ

　
の
中
で
こ
の
二
つ
の
認
識
が
ど
れ
だ
け
区
瀦
さ
れ
て
い
た
か
問
題
で
あ
る
。

⑫
　
通
説
に
従
い
、
「
社
会
主
義
の
復
活
」
を
仏
英
岡
じ
く
一
八
七
・
八
O
年
代
と
す

　
る
（
u
．
ご
α
q
。
戸
出
韓
。
冨
g
ω
。
g
9
蓼
暮
魯
国
導
8
（
ド
。
。
謡
∴
㊤
曾
ソ

　
一
⑩
①
b
。
勉
℃
．
b
ひ
■
》
’
ダ
窯
。
算
。
コ
僻
昌
0
9
弓
霧
o
b
日
ぎ
切
ユ
ぼ
昌
ぴ
客
。
質
『

　
駕
。
〈
①
ヨ
。
昌
F
目
ゆ
切
¢
℃
℃
．
㌫
㎝
。
ゆ
o
ρ
ρ
．
）
が
、
　
こ
の
時
に
当
り
、
オ
ウ
エ
ソ
は

　
≦
o
σ
σ
”
8
㊤
芝
昌
⑦
ざ
O
o
δ
等
の
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
ブ
レ
ー
ン
に
よ
っ
て
「
復

　
活
」
さ
せ
ら
れ
る
。
し
か
し
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
の
「
復
活
」
は
必
ず

　
し
も
労
働
着
政
党
の
理
念
上
に
は
な
い
。

⑳
　
炉
、
○
『
σ
q
ρ
三
ω
鉾
Φ
舞
の
中
《
℃
錠
ρ
σ
2
0
》
に
関
す
る
一
件
は
周
知
で
も
あ
ろ

　
う
。
　
そ
の
他
に
注
意
を
喚
起
し
て
お
く
と
、
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
王
政
復
古
直
前

　
の
署
作
で
地
主
中
心
の
政
治
を
待
望
し
て
思
た
。
⇔
o
訂
嵐
。
茜
四
巴
ω
馨
一
〇
鄭
O
o

　
冨
ω
o
。
綜
菖
。
霞
。
需
魯
ρ
一
。
。
一
野
一
q
く
。
同
二
（
×
＜
y
署
．
b
。
O
O
山
O
一
・
入
費
族

　
た
る
誇
り
も
爵
位
名
も
棄
て
切
れ
ず
に
庸
た
。
ピ
寒
露
。
一
〇
◎
。
O
二
巴
嵩
0
9
b
9
婦

　
蜜
．
い
實
。
ざ
℃
．
欝
ω
．
国
曇
霞
㊦
戯
①
象
8
8
貯
¢
陣
ヨ
。
昌
器
く
書
く
圃
0
8
目
畠
。

　
ω
野
糞
あ
㎞
臼
§
蟻
一
Q
。
一
〇
u
一
“
鷺
く
。
㎞
二
（
駁
く
y
知
や
霧
ψ
£
亭
○
国
專
8
。
・
H
ミ

　
〈
o
｝
．
”
（
据
く
）
噂
や
凱
ω
．
《
露
・
δ
O
o
営
叶
。
鳥
。
ω
巴
鄭
掌
盟
導
。
う
》
●
こ
の
よ
う
な

　
態
度
を
　
変
さ
せ
た
も
の
が
王
政
復
古
の
反
動
で
あ
っ
た
。

㊧
○
重
。
戸
ピ
諜
。
σ
団
窯
§
ω
Φ
罵
噛
℃
ワ
霧
①
。
。
Φ
ゆ
早
撃
三
三
七
頁
。
囚
の
暮
公

、
等
が
オ
ウ
エ
ソ
の
バ
ト
ロ
ソ
で
あ
っ
た
。

㊧
　
こ
の
事
を
フ
ー
リ
エ
自
身
明
確
に
認
識
し
て
い
た
。
　
ρ
三
態
。
。
。
　
身
。
∬
〈
㌣

　
彗
⑦
馨
。
・
層
（
鏑
一
ソ
宝
器
N
　
「
そ
れ
ま
で
低
く
見
ら
れ
て
い
た
商
業
は
、
凡
そ
「

　
七
八
九
年
頃
に
全
｝
静
的
な
勝
利
を
得
…
…
」
。

⑳
　
こ
の
事
も
認
識
し
て
い
た
。
q
鼠
隷
儲
厳
く
¢
誘
。
獄
⑦
少
騨
（
ρ
。
。
）
・
℃
・
N
O
㎝

　
「
商
入
と
銀
行
業
春
と
が
街
路
の
両
側
に
立
ち
並
び
、
：
・
…
投
機
撃
茎
が
策
を
弄

　
す
る
」
。一一

J
　
働

不
生
産
階
級
を
攻
撃
す
る
事
を
裏
返
せ
ば
、
生
産
労
働
を
讃
美
す

る
事
に
な
る
。
サ
シ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
で
は
、
経
営
者
の
才
幹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

も
賃
銀
労
働
者
の
肉
体
労
働
も
岡
じ
よ
う
に
貴
い
も
の
と
な
る
。

サ
ソ
・
シ
モ
ン
に
と
っ
て
、
雇
主
と
労
働
者
は
、
生
産
を
至
上
目

的
と
す
る
者
の
分
業
関
係
で
あ
っ
て
、
後
者
の
従
順
が
嶺
町
と
考
え

　
　
　
　
　
②

ら
れ
て
い
る
。
フ
ー
リ
エ
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
に
於
て
は
、
個
人
へ
の
サ

ー
ヴ
ィ
ス
労
働
で
も
賃
銀
報
酬
の
型
態
を
取
ら
な
い
と
い
う
画
期
的
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サソ・シモン、フーーリエ対日ウXソ（堀井）

　
　
　
　
③

な
点
は
あ
る
。
が
、
実
際
の
労
働
は
、
　
（
一
）
貧
乏
人
と
金
持
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

聞
に
労
働
時
間
の
差
を
設
け
て
い
る
。
　
（
二
）
労
働
時
間
は
十
四
・

五
時
間
の
長
き
に
わ
た
り
、
フ
ラ
ン
ス
の
実
情
そ
の
ま
ま
、
も
し
く

　
　
　
　
　
　
　
⑤

は
過
酷
な
位
で
あ
る
。
　
（
三
）
老
若
男
女
を
問
わ
ず
労
働
に
従
わ
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
し
か
も
特
に
少
年
に
対
し
て
は
、
そ
の
純
粋
素
朴

さ
に
つ
け
こ
み
少
額
の
報
酬
で
煩
し
い
労
働
に
早
朝
三
時
か
ら
就
か

　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。
，
（
四
）
休
鷺
を
取
っ
て
労
働
を
休
む
の
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

「
寄
生
者
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

　
以
上
に
よ
っ
て
、
次
の
よ
う
に
云
え
る
。
サ
ソ
・
シ
モ
ン
晩
年
の

『
産
業
体
調
論
』
及
び
『
新
キ
リ
ス
ト
教
』
は
、
働
く
者
の
境
遇
改

善
と
資
本
家
側
の
利
益
擁
護
と
の
両
立
と
い
う
点
で
、
初
期
オ
ウ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

ソ
の
労
働
者
保
護
主
義
と
共
通
す
る
思
想
で
あ
る
が
、
サ
ン
・
シ
モ

ン
で
は
労
働
条
件
に
つ
い
て
の
改
革
案
が
明
ら
か
で
は
な
い
。
フ
ー

リ
エ
の
「
魅
力
労
働
」
の
思
想
も
ま
た
指
向
す
る
所
は
労
働
者
の
待

遇
改
善
と
生
産
力
の
維
持
と
の
爾
立
で
は
あ
る
が
、
彼
の
提
案
を
実
，

際
適
用
す
る
と
す
れ
ば
労
働
強
化
と
婦
人
・
年
少
者
労
働
の
容
認
を

　
　
　
　
　
　
　
⑨

招
く
も
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
対
し
オ
ウ
エ
ソ
は
、
自
ら
経
営
す
る
ニ
ュ
ー
・
ラ
ナ
1
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

工
場
で
、
労
働
時
間
の
短
縮
（
一
八
一
六
年
に
は
十
時
聞
半
）
、
住
居
の

改
善
、
労
働
者
学
校
の
設
立
等
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
思
想
上
の
著

作
『
新
社
会
観
』
に
定
着
さ
せ
た
。
こ
の
次
第
は
、
五
島
茂
氏
を
初

め
と
し
て
オ
ウ
エ
ソ
研
究
の
盛
ん
な
我
が
国
で
も
周
知
の
事
で
あ
る
。

　
三
人
共
愛
他
主
義
を
原
理
と
す
る
程
の
博
愛
家
で
あ
り
、
又
仏
英

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

社
会
の
い
ず
れ
に
嘗
て
も
年
少
者
労
働
が
存
在
し
、
労
働
時
間
も
仏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

英
同
じ
よ
う
な
長
さ
で
あ
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
上
述
の
よ
う
な
差
異

が
現
わ
れ
た
。
そ
れ
は
何
故
か
。

　
第
一
に
、
オ
ウ
ェ
ソ
が
経
営
者
と
し
て
長
時
間
労
働
と
年
少
者
労

．
働
に
直
面
し
た
の
に
対
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
二
人
遅
資
本
捌
工
業
生
産

の
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
で
あ
っ
た
と
い
う
個
人
的
理
由
が
大
き
い
。

サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
企
業
経
営
経
験
は
響
く
短
期
問
に
過
ぎ
ず
、
投
機

や
図
書
館
員
等
の
時
期
を
除
い
て
無
為
の
寄
食
者
で
あ
っ
た
。
だ
か

ら
、
彼
の
有
名
な
「
貧
困
な
階
級
の
境
遇
改
善
」
の
繰
り
返
し
文
句

も
、
生
産
力
視
点
に
薦
か
れ
て
い
た
日
々
、
　
「
ば
く
ち
宿
や
娼
家
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

入
り
漫
り
、
札
つ
き
の
不
道
徳
漢
の
社
会
を
細
心
の
注
意
を
以
て
」

観
察
を
続
け
る
間
に
ふ
と
老
い
の
饅
に
映
っ
た
光
景
か
ら
口
を
つ
い

て
串
た
言
葉
で
あ
ろ
う
。
フ
ー
リ
エ
に
つ
い
て
は
、
リ
ヨ
ン
と
縁
が

深
か
っ
た
か
ら
リ
ヨ
ン
の
労
働
者
の
困
窮
と
失
業
を
知
っ
て
い
た
と
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⑭

い
う
事
は
容
易
に
想
像
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
れ
に
し
て
も
工
場
の
悲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

鰺
と
い
う
と
．
フ
ラ
ン
ス
よ
り
も
イ
ギ
リ
ス
の
例
を
何
度
も
持
ち
出
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

の
は
、
彼
が
商
店
員
に
し
て
重
書
人
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
第
二
に
、
オ
ウ
ェ
ソ
の
企
業
が
、
イ
ギ
リ
ス
内
の
同
じ
産
業
部
門

の
中
で
も
優
秀
企
業
で
、
大
き
な
利
潤
を
挙
げ
得
た
こ
と
が
、
初
期

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

オ
ウ
ェ
ソ
の
労
働
者
保
護
を
可
能
に
し
た
。
更
に
、
フ
ラ
ン
ス
の
同

製
品
の
工
場
（
皮
肉
に
も
サ
ソ
・
シ
モ
ン
が
フ
ラ
ン
ス
の
生
産
力
の
担
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

季
と
見
な
し
た
企
業
家
の
工
場
）
よ
り
製
品
潔
ス
ト
が
低
い
事
を
オ
ゥ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

エ
ソ
自
身
が
誇
っ
て
い
た
が
、
労
働
者
の
厚
生
施
設
等
に
莫
大
な
費

用
を
さ
く
事
が
で
き
た
の
は
、
先
進
国
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
を
背
景
と

し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
絶
え
ず
イ
ギ
リ
ス
商
品
の
攻
勢
に
晒
さ
れ

て
い
た
フ
ラ
ン
ス
で
は
オ
ウ
エ
ソ
的
発
想
が
生
れ
難
か
っ
た
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

　
第
三
。
次
節
に
述
べ
る
よ
う
に
機
械
力
の
評
価
の
有
無
に
よ
る
。

　
①
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
生
産
労
働
窪
還
窪
嫉
は
、
常
に
有
益
な
も
の
で
あ
る
。

　
　
U
、
ご
曾
ω
霞
一
ρ
b
。
。
＜
o
一
‘
（
誕
く
H
H
H
y
や
欝
。
。
顧
い
、
O
譲
磐
剛
の
簿
㊦
負
層
毫
く
。
一
．
》

　
　
（
メ
メ
y
℃
』
O
・
又
、
フ
ー
リ
エ
は
云
う
、
「
あ
ら
ゆ
る
集
団
を
生
産
労
働
へ
と
誘

　
　
黙
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
竃
塁
蕊
。
葺
。
。
忌
司
。
旨
凶
賃
》
蒙
り
噛
9
綜
。
。
℃
舘

　
　
O
ダ
○
箆
⑦
量
鵠
《
○
閃
薯
話
の
O
び
。
凹
ω
一
①
の
y
や
一
．

　
②
U
鐸
超
ω
3
旨
。
ぎ
曾
ω
彗
¢
朗
一
。
。
・
。
ド
憶
く
。
r
（
メ
×
目
回
y
℃
■
⑩
・
。
．

　
③
d
巳
＄
き
ぞ
震
器
壁
。
。
層
（
ρ
躰
y
や
㎝
器
簿
℃
．
綴
O
．

④
累
2
く
Φ
窪
窯
。
邑
ρ
（
鉾
の
ソ
℃
℃
．
0
甲
①
。
。
・
貧
乏
人
の
労
働
日
課
表
と
金
持

　
の
そ
れ
と
の
閣
に
、
労
働
の
種
類
、
食
事
回
数
に
つ
い
て
差
が
あ
る
ば
か
り
か
、

　
労
働
時
間
は
一
日
五
時
聞
の
差
が
あ
る
。

⑤
ぴ
藁
貧
心
入
の
労
働
時
間
は
食
器
を
除
き
十
四
時
間
。

⑥
φ
三
葱
口
三
く
韓
ω
豊
Φ
叶
』
”
（
戸
。
。
ソ
勺
」
伊
φ
三
鯨
譜
三
く
。
吋
。
。
。
ぎ
鉾
心
・

　
（
酋
α
y
や
謹
ρ
や
嵩
ρ
℃
・
δ
ω
．
当
時
の
状
態
は
、
年
少
者
の
賃
銀
が
成
人

　
の
半
額
位
で
あ
っ
た
。
誠
．
ω
審
噂
娼
冨
梓
。
騨
。
①
o
o
嵩
。
営
一
ρ
β
o
α
①
す
噂
蜜
ま
。
闇

　
鉾
b
。
’
り
⑦
ω
伸
。
ヨ
℃
。
・
ヨ
。
μ
鶏
口
。
（
ミ
Q
。
⑩
山
㊤
H
軽
y
お
α
一
・
唱
・
目
。
。
。
。
・
だ
か
ら
、
こ

　
の
点
で
は
フ
ー
リ
エ
は
現
状
肯
定
を
指
向
し
て
い
る
事
に
な
る
。
・

⑦
φ
雷
ま
毒
ぞ
。
誘
箋
・
汁
．
ω
’
（
鉾
蒔
y
℃
」
謡
「

⑧
い
卑
湿
冨
戸
搾
○
鍵
碧
α
畷
は
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
思
想
を
含
舞
鐙
舜
，

　
一
二
ヨ
①
》
と
し
て
い
る
が
、
　
も
し
こ
の
雷
葉
か
ら
艇
め
の
意
味
を
販
り
玄
る
な
ら

　
ば
、
こ
の
用
語
に
賛
成
で
あ
る
。
．
ω
櫛
㌔
ω
一
ヨ
o
P
累
。
簾
く
Φ
鍵
O
ザ
甑
ω
江
跨
巳
ω
ヨ
ρ

　
刈
働
く
o
r
（
メ
×
囲
H
囲
y
℃
・
ミ
㊤
’
そ
し
て
、
　
…
八
　
四
年
頃
ま
で
の
オ
ウ
エ
ソ
も

　
ま
た
《
℃
げ
＝
p
馨
｝
員
。
℃
冨
ヨ
Φ
も
騨
伸
弓
§
巴
》
と
し
て
か
い
も
の
で
あ
る
。
け
．
O
o
7

　
一
①
弩
。
・
．
男
0
9
霧
○
≦
ぐ
う
ロ
（
一
謡
一
∴
。
。
ω
。
。
Y
一
8
メ
℃
．
一
一
い
　
．

⑨
通
説
は
、
い
わ
ゆ
る
「
魅
力
労
働
」
に
つ
い
て
、
門
フ
ー
リ
エ
は
資
本
童
義
祉

　
会
に
特
有
の
強
舗
労
働
を
廃
棄
し
た
」
と
い
う
見
方
で
あ
る
。
轡
ヒ
d
讐
げ
簿
層

　
出
一
二
。
碇
。
α
漏
鑓
。
爵
く
。
日
。
暮
。
β
〈
甑
田
旨
卿
潟
巴
ρ
け
■
一
噂
一
ゆ
㎝
鉾
マ
一
㊤
。
。
・

　
し
か
し
、
筆
漁
が
指
摘
す
る
よ
う
な
半
薦
を
見
逃
す
箏
は
で
き
な
い
。
三
児
齎
に

　
休
錆
を
与
え
そ
れ
を
確
保
す
る
た
め
の
運
動
と
し
て
は
、
少
く
と
も
二
月
革
命
ま

　
で
は
進
歩
主
な
カ
ト
リ
ッ
ク
壁
二
毛
が
　
つ
の
役
割
を
果
し
て
い
る
。
℃
・
O
噌
。
午

　
｝
霞
9
い
、
ε
冨
8
噂
緯
9
〈
ρ
簿
冨
蒔
き
ω
鉱
§
o
蓑
臨
曾
①
¢
昌
散
書
。
⑳
。
。
o
話

　
㌶
竃
。
話
瞬
。
ぼ
㊦
鳥
Φ
甘
三
〇
伸
”
《
郎
Φ
〈
器
三
。
。
8
ユ
ρ
器
y
お
①
ω
も
℃
噛
ω
弾
器
血
亭

⑩
　
O
．
U
噛
題
O
o
一
ρ
8
冨
配
｛
㊦
o
囲
口
。
ぴ
。
簿
○
自
Φ
戸
一
㊤
ω
9
や
b
。
O
Φ
．

⑪
　
④
　
フ
ラ
ン
ス
の
年
少
庸
労
働
は
、
二
人
の
思
想
家
の
初
期
の
著
作
時
代
に
あ

　
た
る
ナ
ポ
レ
オ
ン
時
代
目
に
は
確
か
に
轟
仔
ゐ
仕
し
た
。
回
b
ご
「
信
げ
p
辞
。
℃
・
o
坤
汁
二
や
笛
b
o
．
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フ
ー
リ
エ
の
死
後
数
年
の
統
計
で
は
十
三
万
一
千
人
を
数
え
る
。
出
．
ω
O
P
ロ
一
甲

　
8
す
。
曾
O
轟
O
藪
ρ
壽
渥
．
ド
噂
曾
嵩
8
　
＠
　
イ
ギ
リ
ス
の
年
少
考
労
働
は
、
オ

　
ゥ
エ
ソ
経
営
開
始
時
の
　
八
○
○
年
翼
。
≦
り
麟
・
瓢
錠
｝
（
の
工
場
に
も
存
在
し
た
。

　
O
o
一
〇
”
ζ
h
ρ
℃
や
逡
ω
①
ぬ
ρ
．

⑫
　
④
　
フ
ラ
ン
ス
の
例
、
食
事
時
間
を
含
め
て
十
五
時
闘
位
。
勺
・
い
9
一
ω
・
鎖
冨
－

　
け
O
騨
⑦
畠
⑳
冨
。
一
帥
ω
ω
Φ
O
昌
く
翫
α
円
㊦
①
昌
男
H
9
瓢
。
辞
α
o
一
ρ
蜀
①
く
O
営
江
0
5
餅
峯
。
切

　
蓋
車
窃
、
お
b
。
8
℃
や
朝
◎
。
。
。
o
ρ
ρ
．
＠
　
イ
ギ
リ
ス
の
例
。
「
普
通
｝
日
に
十
四
時

　
問
。
所
に
よ
っ
て
は
十
五
時
間
。
」
（
直
し
、
少
年
の
労
働
時
間
）
○
乏
①
乏
い
識
。

　
σ
嘱
ご
導
器
｝
劫
℃
幽
回
2
訳
二
ご
　
頁
。

⑬
　
ω
餌
く
一
①
曾
証
8
娼
霞
7
飼
一
－
ヨ
①
ヨ
ρ
翼
触
く
。
一
二
（
メ
＜
y
サ
。
。
㎝
．
大
塚
幸
男

　
訳
世
界
古
典
文
庫
（
一
九
四
八
）
四
八
頁
。

⑭
卑
田
。
葺
σ
q
言
。
や
鼻
こ
毛
●
。
。
G
。
ω
⑦
露
◎
簿
唱
み
O
ω
。
露
噛
閃
。
鎧
二
㊦
ぴ

　
幣
舘
ω
器
ぎ
α
器
¢
一
ρ
o
一
3
℃
母
9
ド
O
乙
。
山
雪
ω
《
O
財
薯
嵩
頓
0
9
一
ω
一
㊦
ω
y

　
℃
山
蕊
．

⑮
　
例
え
ば
、
ρ
強
健
。
ω
導
。
薯
。
諺
窪
β
（
け
二
y
緊
嵩
O
・
副
田
訳
撤
界
古
典

　
文
庫
二
〇
距
買
。
瓢
8
＜
。
鴛
該
。
乙
ρ
（
鉾
①
y
℃
．
。
。
b
ρ
．

⑯
　
商
売
の
傍
、
図
書
館
通
い
を
し
た
。
嵐
磐
器
。
凱
紗
鵠
鶏
’
℃
．
b
。
ω
、
o
諄
価
℃
霞

　
O
劉
O
一
α
①
鳥
露
コ
ω
《
H
コ
葺
。
曾
。
げ
画
。
昌
V
営
×
《
○
閃
β
く
壽
ω
Ω
回
。
一
ω
δ
ω
γ
や
く
．

⑰
　
学
校
淵
設
だ
け
に
で
も
全
工
場
設
備
の
「
割
程
度
網
当
額
が
必
要
で
あ
っ
た
。

　
生
産
性
の
点
で
も
利
潤
の
点
で
も
オ
ウ
エ
ソ
の
経
営
す
る
企
業
が
優
秀
で
あ
っ
た

　
事
に
つ
い
て
は
、
○
毛
o
P
い
震
。
げ
《
鉱
罎
ω
繊
抄
や
一
戸
ρ
勺
．
お
Q
。
り
簿
ρ
訳

　
」
六
二
頁
、
　
二
四
一
老
身
等
。

⑱
ピ
舞
。
9
臥
8
＄
巳
ぐ
ζ
鎧
。
2
誉
ω
9
ヨ
7
ω
霧
§
”
u
。
饗
註
爵
は
§
鉱

　
o
篇
ヨ
山
縁
霞
δ
一
8
導
℃
p
3
僧
¢
℃
霞
鉱
碧
回
驚
凸
三
一
〇
臨
巴
”
ω
恥
く
〇
一
：
（
×
瞬
握
）
”

　
や
刷
り
①
■

⑲
　
○
薫
Φ
ロ
噛
い
罵
。
げ
曳
三
ヨ
。
。
①
一
ひ
℃
■
b
。
。
。
麟
訳
二
九
八
貰
。

三
　
機
械
・
人
顕
問
題

　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
、
　
「
科
学
と
産
業
の
結
合
」
を
力
説
し
て
止
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
、
機
械
に
つ
い
て
殆
ど
言
及
す
る
所
が
な
く
、

し
か
も
主
と
し
て
手
工
業
に
携
わ
る
労
働
者
を
念
頭
に
強
く
置
い
て

　
②
い
る
。
フ
ー
リ
エ
も
機
械
生
産
を
殆
ど
問
題
に
し
て
い
な
い
。
従
っ

て
、
生
産
力
に
大
き
く
貢
献
す
る
機
械
力
を
充
分
認
識
し
な
い
で
、

し
か
も
な
お
オ
ウ
エ
ソ
と
同
じ
よ
う
に
豊
か
な
社
会
を
目
指
す
と
す
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も

れ
ば
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
に
数
々
の
代
案
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
筈
で
あ
る
。

　
前
節
の
差
異
も
一
つ
は
そ
こ
か
ら
生
れ
る
。
　
「
機
械
が
人
間
労
働

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

の
代
り
を
実
に
多
く
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
度
た
述
べ
る
オ
ウ
エ

ソ
は
、
生
産
の
た
め
に
労
働
強
化
を
続
け
る
と
い
う
発
想
を
必
要
と

し
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
二
人
の
場
合
を
警
え
れ
ば
、
技
術
革
新
の
遅

れ
た
企
業
程
残
業
と
無
休
に
頼
り
続
け
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
が
岡
じ
よ
う
に
内
外
の
劇
然
開
発
三

業
に
つ
い
て
種
々
の
提
案
を
し
て
い
る
の
も
前
述
の
機
械
力
の
代
案

　
　
　
　
　
　
④

の
一
つ
で
あ
る
。
又
、
海
外
植
民
・
出
生
率
低
下
等
に
よ
る
人
口
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
⑤

停
滞
を
願
っ
た
の
も
こ
の
二
人
で
あ
る
。
こ
の
点
で
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
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フ
ー
リ
エ
は
、
賃
銀
基
金
説
の
イ
ギ
リ
ス
功
利
童
義
者
、
マ
ル
サ
ス

主
義
者
に
近
い
。
こ
れ
に
比
し
て
オ
ウ
ェ
ソ
は
、
自
然
開
発
を
否
定

す
る
理
由
は
な
い
が
、
人
日
問
題
に
つ
い
て
は
マ
ル
サ
ス
主
義
者
と

⑥
　
　
　
　
　
　
　
⑦

も
フ
ー
リ
エ
と
も
鋭
く
対
立
し
て
い
る
。

　
更
に
、
社
会
主
義
の
誕
生
に
垂
愚
な
「
豊
富
の
中
の
貧
困
」
の
論

理
に
つ
い
ぞ
は
、
オ
ウ
エ
ソ
の
場
倉
機
械
力
の
認
識
な
く
し
て
は
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

え
ら
れ
な
い
。
オ
ウ
エ
ソ
が
「
機
械
が
商
晶
の
豊
蜜
を
作
り
出
す
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

も
拘
ら
ず
失
業
と
貧
困
が
存
在
す
る
」
と
説
く
時
、
こ
の
書
葉
は
産

業
革
命
の
進
行
と
共
に
説
得
力
を
強
め
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
　
（
し
か

し
、
フ
ー
リ
エ
の
中
に
も
あ
る
「
豊
富
の
中
の
貧
繭
」
の
論
理
は
、
そ
の
「
豊

窟
」
が
二
等
地
貿
易
に
よ
る
窟
㊨
流
入
や
大
商
人
へ
の
富
の
偏
在
等
を
意
味

し
て
い
鋼
り
・
藁
化
の
進
行
ど
共
に
説
得
力
が
失
わ
れ
て
行
詰
質
の

も
の
で
あ
る
）
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
後
の
経
済
危
機
に
際
し
て
、
オ
ウ
エ

ソ
が
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
構
想
す
る
よ
う
に
な
る
の
も
、
機
械
力
に
支
え

ら
れ
た
豊
富
さ
を
充
分
評
価
し
た
上
で
そ
の
豊
磨
さ
を
失
わ
ず
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

失
業
救
済
を
し
ょ
う
と
い
う
難
問
の
前
に
立
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
フ

ラ
ン
ス
の
二
人
も
失
業
を
問
題
に
は
し
て
い
る
が
、
機
械
を
知
ら
な

い
老
は
現
実
に
こ
の
よ
う
な
難
問
を
前
に
し
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
、

フ
ー
リ
エ
の
「
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
ュ
」
の
構
想
は
、
次
節
の
よ
う
㌃
別
様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
契
機
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　
で
は
、
機
械
不
在
と
機
械
重
視
と
を
結
果
し
た
背
景
の
差
異
は
何

か
。　

第
一
。
オ
ウ
エ
ソ
が
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
部
門
中
で
も
成
長
力
の
盛

ん
な
綿
業
部
門
の
さ
中
に
あ
・
や
し
か
喬
ら
三
芳
造
・
機
械

改
良
を
や
っ
て
の
け
呑
よ
う
な
人
物
で
あ
っ
た
。
他
方
サ
ソ
．
シ
モ

ン
、
フ
ー
リ
エ
の
人
生
経
歴
や
主
な
居
住
地
が
、
機
械
製
造
業
と
縁

が
う
す
く
フ
ラ
ン
ス
産
業
革
命
胎
動
の
地
域
と
か
け
離
れ
て
い
た
こ

と
で
あ
る
。

　
第
二
。
機
械
普
及
実
数
の
文
面
比
較
は
不
可
能
と
し
て
も
、
同
時

代
に
於
て
機
械
が
フ
ラ
ン
ス
社
会
の
静
け
さ
を
大
き
く
破
る
程
の
も

の
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
常
識
も
附
け
伽
え
て
温
く
。

　
①
④
筆
者
の
知
る
限
り
次
の
箇
所
の
み
で
あ
る
。
ω
曝
葬
、
の
陣
ヨ
。
野
○
讐
三
2
目
⑳

　
　
一
葺
三
巴
掃
り
。
ワ
羅
回
二
言
。
℃
三
二
＄
糞
ご
乙
蕊
葺
㎞
㊦
一
寄
ρ
℃
目
。
ユ
紗
一
。
。
錺
「
録
）
・

　
　
o
Q
課
1
ω
胡
．
＠
従
っ
て
、
　
こ
の
上
に
サ
ソ
・
シ
モ
ン
が
鉄
道
．
汽
船
に
レ
“
る
交

　
　
通
革
命
も
知
ら
な
か
っ
た
事
を
考
え
る
と
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
の
思
想
を
門
産
業
革

　
　
ム
細
思
相
嶺
　
（
坂
本
氏
）
と
云
う
に
は
留
保
条
件
を
つ
け
て
か
か
る
必
要
が
あ
る
。

　
◎
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
右
の
箇
所
で
、
機
械
採
絹
が
肉
体
労
働
の
姫
格
を
高
め
る
と

　
　
楽
観
し
て
い
て
、
こ
の
三
三
ウ
エ
ソ
と
正
反
幼
で
あ
る
。
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
産
業

　
　
革
命
の
暗
い
半
面
を
遂
に
知
ら
な
か
っ
た
。
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②
常
零
三
塁
鉱
§
鉱
窪
窪
鳥
霧
窪
①
ご
。
。
④
ぐ
。
瞬
こ
（
区
H
メ
y
唱
』
Φ
b
。
心
O
。
。
・

　
9
富
。
三
Q
。
ヨ
。
ム
①
ω
言
曾
ω
窪
。
一
伊
。
。
q
ぐ
〇
一
二
（
猟
図
く
踏
y
弓
■
。
。
ム
（
高
木

　
腸
哉
訳
河
眠
気
購
…
膨
三
頁
）
。
こ
の
二
箇
所
に
列
挙
さ
れ
た
「
産
業
藩
」
は
、
職
業

　
か
ら
み
る
と
、
何
と
職
人
厨
が
多
い
事
か
。

③
○
超
。
F
濁
①
℃
。
算
8
菩
㊦
0
8
回
営
葺
⑦
o
。
h
昏
。
診
ω
。
。
一
銭
。
一
μ
h
禽

　
仲
7
⑦
カ
Φ
一
卿
獣
。
｛
巳
δ
≧
帥
頃
艮
霧
苫
門
一
回
σ
q
ρ
ご
島
冨
σ
o
韓
陣
瓢
σ
q
勺
o
o
さ
℃
．
這
メ

　
○
乏
⑦
鈍
い
筑
。
ぴ
《
鉱
彗
ω
戦
地
℃
．
｝
誤
訳
二
二
九
頁
。

④
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
に
つ
い
て
は
運
河
開
発
の
計
画
と
実
行
は
有
名
。
又
、
　
《
澗
罵
、

　
覧
。
詳
餌
ぼ
。
諺
O
o
冨
詳
葺
霞
①
》
の
観
念
も
あ
る
。
　
フ
ー
リ
諜
．
に
つ
い
て
は

　
穆
霞
窪
霧
鼠
。
霞
話
ヨ
Φ
ロ
β
（
け
．
一
y
℃
．
』
Φ
。
。
．

⑥
。
Q
騨
ぎ
学
ω
巨
§
’
u
鎧
塁
。
・
伸
①
ヨ
Φ
騨
曾
ω
窪
Φ
劃
頓
。
〈
9
二
（
×
メ
H
ソ
や

　
さ
“
。
曹
長
。
巨
聾
ρ
至
重
比
翼
。
薯
。
壁
塗
β
唱
愚
蒙
山
・
又
、
フ
ァ
ラ
ソ
ジ

　
ユ
に
於
て
も
下
麟
階
級
が
多
過
ぎ
る
と
壁
か
な
分
配
に
支
障
を
来
た
す
と
考
え
て

　
人
日
数
の
固
定
を
考
え
て
い
る
。
ぴ
乙
；
サ
器
ρ
唱
．
ひ
。
軽
。
。
．

⑥
○
壽
p
ご
8
9
三
旨
ω
巴
h
讐
や
鱒
舅
訳
二
七
薫
頁
。

⑦
フ
ー
リ
エ
が
オ
ウ
エ
ソ
を
罪
難
し
た
点
の
　
つ
は
、
オ
ウ
エ
ソ
の
「
村
」
が
人

　
口
過
剰
だ
と
い
う
点
に
あ
っ
た
。
d
三
誌
葺
凱
く
⑦
湧
。
瓢
㊦
伴
．
昏
。
”
（
倉
ω
y
℃
℃
．

　
。
。
－
α
「
な
お
筆
考
は
単
位
に
暗
い
の
で
、
換
算
の
精
確
さ
に
自
儒
は
な
い
が
、
フ
ー

　
リ
エ
の
構
想
の
方
が
単
位
人
口
墨
り
少
く
と
も
三
倍
位
の
広
さ
は
あ
る
。
オ
ウ
エ

　
ソ
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
は
む
し
ろ
人
口
増
舶
を
結
果
し
、
し
か
も
人
筒
過
剰
に
は
な
ら

　
な
い
と
考
え
た
。
国
⑦
娼
。
詳
伴
。
菩
⑦
．
O
o
導
影
岸
窓
㊦
o
隔
昏
Φ
》
。
。
ω
0
9
暮
一
〇
P

　
唱
．
一
〇
。
。
・
訳
八
八
－
八
九
頁
。

⑧
痴
呂
。
詳
言
島
。
O
。
毒
蔓
。
｛
い
9
冨
ユ
＾
・
℃
』
α
。
。
騨
昌
伽
℃
・
・
。
㎝
。
。
・
訳
こ

　
八
百
ハ
、
　
一
二
四
…
五
頁
。

⑨
④
ρ
鶏
霞
霧
窺
。
嚢
⑦
ヨ
①
暮
。
。
λ
鈴
藁
y
唱
．
悼
メ
訳
世
界
古
典
文
羅
七
三
頁
。

　
⑭
「
壁
憲
」
を
「
百
年
こ
の
方
」
と
云
う
。
客
。
甥
く
¢
坦
β
蜜
。
器
焦
。
・
（
鉾
①
y
や

　
葭
◎
。
●
◎
　
ρ
二
舞
嵩
ω
蜜
。
曳
く
⑦
ヨ
①
募
ρ
℃
℃
幽
ω
昭
自
切
。
。
．
一
方
で
投
機
商
人
の

倉
魔
に
腐
…
令
す
る
程
の
食
物
が
あ
り
、
他
方
に
森
尺
な
く
餓
え
る
入
が
麗
る
と
い
う

⑩
9
〈
。
p
割
店
。
霧
8
些
。
6
。
雌
三
罵
。
｛
雰
g
鼻
川
霧
』
画
？
・
。
画
。
。
・
、
、
Q
。
。
，

　
8
コ
畠
一
3
暮
…
…
．
．
．
ρ
U
●
爽
O
o
一
ρ
．
o
℃
．
9
腔
二
軍
や
嵩
？
一
。
。
ρ

⑪
　
オ
ウ
エ
ソ
の
「
村
」
の
構
想
が
失
業
救
済
の
隔
契
機
を
強
く
持
っ
て
い
た
の
に
紺

　
し
、
フ
ー
リ
エ
の
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
ュ
め
構
想
は
、
商
業
の
廃
止
（
本
稿
…
簾
参
照
）
、

　
農
業
の
協
問
化
（
次
籟
参
照
）
、
革
命
測
避
（
五
節
参
コ
口
、
快
楽
説
（
本
稿
で
は

　
省
略
）
、
工
業
の
弊
害
（
無
味
乾
焼
な
労
働
、
失
業
、
低
賃
銀
）
を
契
機
と
し
て

　
い
る
と
笈
　
春
は
考
え
る
。
失
業
問
題
は
最
後
の
　
部
に
含
ま
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
．

　
い
。

⑫
　
Q
e
O
▼
出
●
O
o
5
0
や
9
仲
二
や
嵩
q
。
．
従
っ
て
、
イ
ギ
リ
ス
全
体
の
、
．
勺
同
。
奪

　
号
。
焦
く
。
勺
。
≦
窪
、
．
を
過
大
評
価
す
る
結
果
に
さ
え
な
っ
て
い
る
と
コ
ー
ル
は

　
見
て
い
る
Q
労
Φ
℃
o
「
簿
。
挫
げ
Φ
O
o
量
感
豊
富
①
o
h
け
び
Φ
諺
鴇
o
o
圃
簿
幽
。
冨
鴎
o
H
陸
ゲ
①

　
切
㊦
ご
①
出
。
略
昏
。
窺
ρ
跨
段
9
0
ε
同
ぎ
σ
藁
㊤
獅
島
一
9
0
霞
5
σ
疑
℃
o
o
さ
℃
．
錺
メ
参

　
照
。

⑬
　
ニ
ュ
ー
・
ラ
ナ
ー
ク
工
場
経
営
膚
と
な
る
蓮
嗣
に
、
ミ
ュ
ー
ル
綿
　
紡
機
の
製
造
を

　
や
つ
．
て
．
い
る
。
ピ
隊
Φ
σ
団
三
ヨ
ω
Φ
鐸
娼
や
。
。
一
。
。
。
ρ
ρ
◆
訳
鷺
○
頁
以
下
。
又
、

　
技
術
者
ど
し
て
も
、
従
来
よ
り
細
い
綿
糸
の
製
造
に
威
侵
し
た
。
3
一
鳥
二
や
畠

　
訳
七
㎝
一
七
二
貰
。
つ
ま
り
、
オ
ウ
エ
ソ
は
こ
れ
ら
の
藤
で
も
先
進
的
な
人
で
あ

　
つ
た
。

四
　
農
　
業

サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
農
業
論
に
つ
い
て
は
、
坂
本
氏
の
間
然
す
る
所

の
な
い
分
析
が
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
農
業
の
立
遅
れ
は
主
と
し
て
資
金

87　（723）



不
足
に
あ
る
か
ら
、
借
地
農
業
老
へ
の
資
金
の
供
給
、
土
地
の
動
産

化
を
計
る
よ
う
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
考
え
た
。
こ
れ
は
「
革
命
に
よ
っ

て
広
汎
に
創
出
さ
れ
た
農
民
的
小
農
経
営
を
企
業
的
大
農
経
営
へ
転

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

濁
せ
し
め
る
」
企
図
を
も
っ
て
い
た
と
解
釈
で
き
る
。

　
フ
ー
リ
エ
も
ま
た
小
農
経
営
を
否
定
的
に
見
た
。
個
別
経
営
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

設
備
が
不
経
済
で
あ
り
、
財
産
の
細
分
は
貧
磁
の
原
因
で
も
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

道
徳
上
利
己
主
義
の
温
床
で
も
あ
る
と
考
え
、
農
業
生
産
の
協
同
化

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

を
一
中
心
と
し
て
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
構
想
し
た
。

　
一
方
は
農
業
化
、
他
方
は
農
業
の
協
同
化
と
い
う
別
の
結
論
に
達

し
た
け
れ
ど
も
、
発
想
の
起
源
は
農
業
生
産
の
倍
増
で
あ
り
そ
の
た

め
に
大
革
命
後
の
小
農
経
営
を
経
営
規
模
の
面
か
ら
批
判
し
た
点
が

共
通
し
て
い
る
。
こ
れ
に
村
し
て
オ
ウ
エ
ソ
が
む
し
ろ
独
立
小
農
経

営
の
家
庭
生
活
を
昔
日
へ
の
郷
愁
を
籠
め
て
賞
揚
し
て
い
る
の
が
印

　
　
⑥

象
深
い
。

　
フ
ラ
ン
ス
で
は
周
知
の
よ
う
に
大
革
命
で
分
割
地
農
民
が
作
り
出

さ
れ
、
更
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
農
業
政
策
に
於
て
も
小
農
経
営
の
方
向

は
守
ら
れ
る
。
十
九
世
紀
前
半
、
こ
の
方
向
に
、
農
村
人
口
の
過
剰

と
い
う
よ
う
な
危
…
機
が
横
わ
っ
て
い
た
と
は
云
え
、
全
体
と
し
て
見

れ
ば
こ
の
方
向
が
貫
徹
す
る
。
現
実
の
進
行
は
二
人
の
思
想
家
の
小

農
否
定
論
を
敗
北
さ
せ
る
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

人
（
特
に
フ
ー
リ
エ
）
は
孤
立
せ
ざ
る
を
得
な
％

そ
れ
だ
け
に
二

　
農
業
技
術
改
良
に
つ
い
て
は
、
フ
ー
リ
エ
の
案
は
常
識
的
で
あ
る

⑧が
、
オ
ウ
ェ
ソ
の
案
は
実
に
奇
妙
で
あ
る
。
従
来
の
、
家
畜
に
引
か
せ

る
す
き
、
．
覧
。
¢
σ
q
げ
、
”
耕
作
を
止
め
て
、
人
手
に
よ
る
一
種
の
シ
ャ

ベ
ル
、
、
ω
℃
盆
①
、
、
耕
作
に
代
え
よ
と
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
の
重
要
な
計
画

　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

と
し
て
詳
述
し
て
い
る
。
そ
の
計
画
で
は
、
　
「
一
頭
の
馬
の
代
り
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

八
人
か
ら
十
人
の
西
下
」
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
明
ら
か
に
生
産
性

の
低
下
が
予
想
さ
れ
る
。
に
も
拘
ら
ず
「
人
手
に
よ
る
ス
ペ
ー
ド
耕

作
の
方
が
農
耕
技
術
上
ず
っ
と
す
ぐ
れ
て
い
る
」
と
い
う
事
を
素
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

臭
い
議
論
で
説
き
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
こ
に
オ
ウ
エ

ン
の
苦
衷
が
あ
る
。
　
「
製
造
…
莱
の
労
働
老
（
つ
ま
り
失
業
岩
）
を
農
業

方
面
で
雇
用
」
で
き
ま
い
か
と
い
う
、
苦
し
い
一
策
が
こ
の
計
画
案

な
の
で
あ
る
。
オ
ウ
ェ
ン
の
場
合
、
フ
ラ
ン
ス
の
二
人
の
よ
う
に
農

業
事
由
に
即
し
て
農
業
生
産
の
拡
大
を
計
る
と
い
う
意
図
は
余
り
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
差
異
は
、
い
み
じ
く
も
オ
ウ
エ
ン
自
身
が
認
識
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

よ
う
に
農
業
国
か
ら
工
業
国
へ
転
換
を
遂
げ
た
イ
ギ
リ
ス
と
、
サ
ソ
・
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シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
自
身
が
認
識
し
た
よ
う
な
農
業
生
産
国
フ
ラ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ス
と
の
差
異
を
象
徴
し
て
い
る
。

　
①
坂
本
、
前
掲
書
、
七
一
一
七
五
頁
。

　
②
「
三
百
の
農
家
が
組
合
化
す
れ
ば
、
整
頓
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
今
ま
で
の
三
百

　
　
の
穀
物
愈
嘩
は
、
手
の
行
届
い
た
一
つ
の
倉
庵
で
す
む
し
、
」
ρ
郎
餌
鐸
霧
蜜
。
嘱
、

　
　
く
O
営
O
嵩
叶
切
層
℃
．
一
ド
訳
五
六
頁
Q

　
③
食
、
聞
・
獲
巳
①
…
…
も
斜
同
：
・
…
ω
旨
＆
≦
ω
δ
コ
α
㊦
ω
℃
δ
℃
江
①
濫
。
。
讐
㊦
ω
け
℃
霞
，

　
　
＜
⑦
ロ
餌
。
餌
唱
彗
ゆ
ヨ
④
α
価
瓢
鏑
ヨ
。
馨
y
o
一
ま
℃
霞
O
劉
〇
三
ρ
℃
．
q
も
Q
■

　
④
、
q
巳
蒜
昌
巳
く
Φ
誘
・
筆
工
ω
．
（
鉾
画
y
や
銀
㊤
．
「
単
な
る
エ
ゴ
イ
ス
ト
に
過

　
　
ぎ
な
い
小
地
点
蛍
…
農
民
」
。

　
⑤
　
着
想
の
ヒ
ン
ト
に
な
っ
た
も
の
は
、
故
郷
の
フ
ラ
ソ
シ
ユ
・
コ
ン
テ
等
で
「
チ

　
　
ー
ズ
製
造
の
た
め
の
製
造
業
藩
組
合
又
は
農
業
協
合
組
合
」
が
で
き
て
い
た
こ
と

　
　
で
あ
ろ
う
。
鵠
．
切
。
葭
α
q
ぎ
讐
。
℃
’
o
一
二
こ
や
画
O
e

　
⑥
9
毒
戸
○
げ
。
。
即
く
馨
δ
扇
魯
穿
。
図
蒙
g
。
隔
誰
δ
寓
磐
無
霧
鋒
ユ
轟

　
　
ω
楓
ω
畠
葺
層
や
蒜
ω
．
訳
五
〇
買
。

　
⑦
男
①
雛
x
匂
蓉
p
巴
は
、
　
八
三
ハ
年
頃
の
孤
独
な
フ
ー
リ
エ
の
姿
を
バ
ル
ザ
ッ

　
　
ク
の
小
説
上
の
一
人
物
に
見
立
て
て
描
写
し
て
い
る
。
男
》
憎
諺
鶏
9
で
議
貯
8

　
　
餌
瓢
図
《
再
。
呂
伸
霧
。
げ
。
δ
δ
⑳
y
℃
や
刈
一
○
◎
．

　
⑧
ρ
器
需
。
ω
蜜
。
葉
㊦
ヨ
魯
窃
λ
伴
・
一
y
℃
・
b
。
蒔
い

　
⑨
○
芝
。
p
夘
。
勺
。
再
8
簿
。
o
。
き
け
嘱
。
｛
u
磐
鍵
ぎ
℃
Ψ
卜
。
0
㌣
b
。
段
。
訳
一

　
　
一
八
…
一
二
九
頁
。

　
⑩
ぴ
罫
り
や
・
。
q
9
訳
＝
蓋
頁
。

　
⑪
笹
耳
”
℃
や
・
。
＄
ω
①
ρ
ρ
●
訳
＝
八
頁
以
下
。

　
⑫
○
ぞ
⑦
p
O
σ
ω
書
く
馨
δ
諺
§
昏
①
国
駿
8
戸
膨
這
O
・
訳
四
六
頁
。

　
⑬
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
、
フ
ラ
ン
ス
農
案
の
生
塵
物
は
商
工
業
の
そ
れ
の
七
・
八
倍

　
　
で
あ
る
と
云
う
。
坂
本
、
前
掲
欝
、
七
一
頁
。

五
　
革
命
と
戦
争

　
オ
ウ
エ
ソ
に
は
な
く
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
に
あ
る
思
想

形
成
の
大
き
な
契
機
と
し
て
、
革
命
と
戦
争
に
注
掻
し
た
い
。

　
第
一
②
フ
ラ
ン
ス
の
二
人
の
著
作
は
、
大
革
命
と
そ
の
後
の
フ
ラ

ン
ス
社
会
を
混
乱
と
無
秩
序
の
連
続
と
見
る
危
機
意
識
に
発
し
た
も

　
　
　
①

の
で
あ
る
。
二
人
の
労
作
の
掻
的
は
、
無
秩
序
か
ら
の
園
生
、
新
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

な
革
命
の
回
避
に
あ
る
。
従
っ
て
ま
た
思
想
そ
の
も
の
が
革
命
回
避
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

民
衆
運
動
忌
避
の
性
格
を
強
く
帯
び
て
い
る
。

　
第
二
。
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
も
ま
た
大
箪
命
に
続
く
政
治
動
乱
と
し

て
憂
え
、
永
久
平
和
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
を
二
人
共
待
望
し
て
い

⑧
る
。　

第
王
。
戦
争
は
経
済
上
の
無
駄
で
あ
り
、
革
命
暴
動
と
共
に
産
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
発
展
を
阻
害
し
貧
困
の
原
因
で
あ
る
と
考
え
、
平
和
産
業
の
振
興

の
必
要
を
説
い
て
い
る
。
ま
た
戦
争
予
算
の
廃
止
が
下
層
階
級
の
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

祉
に
貢
献
す
る
と
主
張
さ
れ
、
戦
争
に
伴
う
公
債
発
行
も
非
難
し
て

　
⑦
い
る
。

　
要
す
る
に
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
と
フ
ー
リ
エ
の
思
想
は
、
政
治
的
な

安
定
そ
の
も
の
の
た
め
に
の
み
な
ら
ず
経
済
成
長
や
社
会
福
祉
の
た
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め
に
も
国
内
平
和
と
国
際
平
和
が
必
要
で
あ
る
と
い
う
特
色
を
持
っ

て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
思
想
が
形
成
さ
れ
た
要
因
は
何
か
。

　
第
一
に
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
思
想
経
歴
の
前
三
分
の
二
期
、
フ
ー

リ
エ
の
そ
れ
の
前
三
分
の
一
期
（
共
に
思
想
形
成
の
決
定
的
な
時
期
）
に

於
て
は
、
フ
ラ
ン
ス
史
上
来
著
有
の
政
治
動
乱
が
続
い
た
。
こ
の
革

命
や
戦
争
が
思
想
家
個
人
の
運
命
を
左
右
し
た
り
、
激
動
期
の
憂
う

べ
き
光
景
が
眼
前
に
広
が
っ
た
り
し
た
時
、
そ
れ
が
思
想
に
映
じ
な
．

い
筈
は
な
い
。

　
サ
ソ
．
シ
モ
ン
も
フ
…
リ
エ
も
、
大
革
命
に
つ
い
て
は
、
　
（
イ
）

大
革
命
を
半
ば
破
壊
的
な
も
の
と
考
え
（
ロ
）
そ
の
よ
う
な
破
壊
と

混
乱
は
誤
ま
れ
る
科
学
春
、
啓
蒙
思
想
象
の
煽
動
に
よ
っ
て
惹
き
起

　
　
　
　
⑧

さ
れ
た
と
し
（
ハ
）
身
分
的
差
別
徹
廃
・
立
憲
露
主
調
下
の
改
革
程

度
な
ら
賛
成
す
る
が
、
革
命
運
動
・
民
衆
勢
力
の
政
治
担
愚
（
ジ
ャ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

コ
パ
ン
独
裁
下
）
は
以
て
の
外
で
あ
る
と
考
え
た
三
点
で
共
通
し
て

い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
類
似
の
革
命
観
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
革

命
へ
の
巻
き
込
ま
れ
方
が
似
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
　
（
イ
）
一
七
八

九
年
か
ら
九
一
年
頃
ま
で
の
立
憲
君
主
主
義
の
革
命
段
階
に
あ
っ
て

は
、
二
人
と
も
革
命
賛
成
派
・
受
益
者
に
な
る
よ
う
な
境
涯
に
あ
り

事
実
ま
た
そ
う
な
っ
た
。
伯
爵
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
早
く
か
ら
啓
蒙
思

想
の
感
化
影
響
を
受
け
ア
メ
リ
カ
独
立
革
命
に
も
参
加
し
て
自
由
の

精
神
を
謳
歌
し
て
い
た
上
に
，
領
主
制
的
財
産
の
相
続
を
受
け
て
い

　
　
　
　
　
⑯

な
か
っ
た
か
ら
（
も
し
持
っ
て
い
た
ら
革
命
賛
成
行
動
へ
踏
み
切
る
障
害

の
一
つ
に
な
る
筈
の
も
の
が
な
か
っ
た
か
ら
）
、
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
典
型

的
な
自
由
主
義
貴
族
と
し
て
革
命
賛
成
の
行
動
を
取
っ
た
。
更
に
折

柄
の
国
有
財
産
売
却
に
際
し
て
、
そ
れ
を
種
の
投
機
に
手
を
出
し
一

財
産
作
り
上
げ
る
と
い
う
、
奇
妙
な
意
味
で
の
革
命
の
受
益
者
で
も

　
　
⑪

あ
っ
た
。
フ
；
リ
ェ
は
、
親
譲
り
の
大
商
人
と
い
う
境
遇
か
ら
し
て
、

国
内
関
税
廃
止
等
を
含
む
こ
の
革
命
段
階
で
億
、
特
別
賛
成
行
動
を

し
な
く
て
も
自
然
の
賛
成
派
で
あ
り
受
益
者
で
あ
り
得
た
。
　
（
ロ
）

と
こ
ろ
が
、
革
命
の
激
化
、
九
三
年
の
ジ
ャ
コ
バ
ソ
独
裁
が
成
立
す

る
革
命
段
階
で
は
、
二
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
明
白
な
理
由
が
何
も
な
い

の
に
、
公
安
、
保
安
委
員
会
命
令
で
逮
捕
投
獄
さ
れ
、
そ
の
間
死
荊

に
さ
れ
そ
う
に
さ
え
な
っ
て
、
由
由
の
身
に
な
っ
た
の
は
テ
ル
ミ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

ー
ル
反
動
の
後
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
通
じ
て
、
政
治
と
は
時
に
恐

る
べ
き
無
法
な
暴
力
で
あ
る
と
い
う
事
を
身
に
細
み
て
感
じ
た
に
違

い
な
い
。
中
、
フ
ー
リ
エ
だ
け
に
あ
っ
て
は
更
に
謡
物
平
倉
発
と
い
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う
革
命
の
暴
力
（
無
峯
の
畏
、
巾
立
の
彼
片
㍗
バ
」
っ
て
は
強
奪
と
間
じ
よ
う

　
　
　
　
　
⑬

に
無
法
な
暴
ガ
）
が
ふ
り
か
か
り
、
彼
の
そ
の
後
の
運
命
を
決
定
的
に

　
　
　
　
　
⑭

し
て
し
ま
っ
た
。

　
以
上
の
革
命
体
験
こ
そ
、
「
革
命
恐
怖
、
政
治
即
悪
、
現
今
社
会
即

混
乱
と
い
う
意
識
を
二
人
に
根
強
く
植
え
つ
け
た
と
恩
う
。

　
革
命
回
避
・
反
戦
平
和
思
想
形
成
要
因
の
第
二
。
既
に
、
社
会
の

あ
り
方
に
つ
い
て
理
想
家
と
な
っ
て
い
た
時
に
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
軍
事

独
裁
が
成
立
し
た
。
二
人
と
も
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ
っ
て
利
益
を
得
る

階
層
（
資
本
家
、
分
翻
地
農
民
）
に
属
し
て
居
な
か
っ
た
ば
か
り
か
戦

争
の
傍
杖
を
食
ら
い
兼
ね
な
い
一
般
の
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
ナ
ポ
レ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

オ
ソ
戦
争
を
合
理
化
す
る
必
要
が
な
か
っ
た
。
戦
争
を
合
理
化
す
る

方
が
自
然
で
あ
る
よ
う
な
境
位
に
あ
っ
た
オ
ウ
エ
ソ
と
違
っ
て
、
二

は
社
会
理
想
を
率
直
に
述
べ
れ
ば
よ
か
っ
た
。

　
十
九
世
紀
前
半
の
フ
ラ
ン
ス
は
「
フ
ラ
ン
ス
革
命
是
か
非
か
」
を
．

争
点
と
し
て
思
想
史
政
治
史
が
動
い
た
半
世
紀
で
あ
り
、
ナ
ポ
レ
オ

ン
の
影
響
も
後
々
ま
で
残
る
。
今
ま
で
産
業
経
済
の
視
点
か
ら
の
み

扱
わ
れ
る
事
の
多
か
っ
た
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
も
そ
の
圏
内
、

に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
思
想
形
成
に
嘗
て
は
こ
の
よ
う
な
非
経
，

済
的
不
偏
が
大
き
い
と
思
う
。
経
済
を
見
る
場
合
で
も
、
非
経
済
的

な
も
の
が
、
い
か
に
経
済
を
阻
害
し
て
い
る
か
と
見
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
そ
れ
に
対
し
て
オ
ウ
エ
ソ
の
場
合
、
革
命
も
戦
争
も
、
そ
れ
去
月

と
し
て
は
社
会
の
危
機
を
招
く
も
の
と
し
て
問
題
に
さ
れ
て
は
い
な

い
。
そ
の
理
由
は
、
オ
ウ
エ
ソ
が
対
岸
の
革
命
の
余
波
を
受
け
た
事

は
な
く
、
又
、
三
寸
の
対
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
に
つ
い
て
は
、
肯
定
す

べ
き
理
由
さ
え
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
第
一
に
、
戦
争
の
勝
利
は
英
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

産
業
の
力
を
示
し
国
威
を
発
揚
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
イ
ギ
リ
ス

’
人
は
や
は
り
イ
ギ
リ
ス
人
で
あ
る
。
第
二
に
、
戦
争
は
、
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わ
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国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

内
問
題
の
休
戦
状
態
を
保
っ
て
く
れ
、
そ
の
四
二
ウ
エ
ソ
の
「
資
本

家
的
保
護
主
義
」
の
枠
を
安
全
に
放
置
し
て
お
い
て
く
れ
た
。
オ
ウ

エ
ソ
が
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
こ
の
よ
う
な
事
惰
も

あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
①
　
④
　
時
期
と
し
て
文
簗
活
動
に
入
る
の
は
、
二
人
共
、
未
だ
革
命
暦
で
年
を
云

　
　
わ
ね
ば
な
ら
な
い
頃
で
あ
る
。
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
、
　
一
八
〇
三
年
に
処
女
出
版
。

　
　
フ
…
リ
エ
は
、
　
一
八
○
○
年
新
聞
…
寄
稿
。
じ
6
0
0
『
σ
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ご
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．
O
二
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℃
・
一
ピ

　
　
　
①
の
◎
　
識
入
共
、
い
か
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「
無
秩
序
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「
混
乱
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「
無
政
府
」
そ
の
他
の
類

　
　
似
罵
語
を
同
時
代
の
鮭
会
状
況
を
云
う
の
に
使
う
こ
と
か
。
そ
れ
ら
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、
彼
ら
の

　
　
理
懇
○
円
σ
Q
ρ
同
二
器
5
駕
零
ヨ
。
コ
一
〇
冒
柚
寺
の
反
紺
韓
語
で
あ
る
。
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①
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。
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④
　
サ
ソ
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シ
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革
命
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未
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防
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た
め
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も
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年
の
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産
業
体
制
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』
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日
だ
続
く
革
命
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終
ら
せ
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た
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の
も
の
で
あ
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③
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プ
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リ
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場
合
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普
通
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政
治
酒
病
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政
治
結
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）
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さ
え
金
く
．
嫌
悪

　
し
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い
る
。
彼
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憎
ん
だ
の
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、
商
人
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次
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政
治
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。
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韓
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鉾
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や
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－
恥
8
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こ
の
著
作
で
フ
ー
リ
エ
は
、
　
ア
ミ
ア
ン
の
和
約

　
中
に
な
お
迫
り
来
る
戦
争
の
危
険
を
感
じ
な
が
ら
、
門
永
久
平
瀦
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を
願
い
、
素

　
人
謂
い
政
談
を
し
て
、
　
「
や
が
て
大
国
に
よ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
可
能
に
な
ろ

　
う
」
と
考
え
て
い
る
。
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
U
⑦
す
菰
。
護
p
三
率
怠
。
コ
と
好
　

　
対
の
著
作
と
云
う
べ
き
で
あ
ろ
う
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④
サ
ソ
・
シ
モ
ン
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革
命
家
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し
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。
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落
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萎
縮
さ
せ
た
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を
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か
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た
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自

　
の
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ち
樹
て
る
の
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あ
る
、
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い
る
。
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サソ・シモン、フーリエ対オウエソ（堀井）

　
キ
ュ
μ
ッ
ト
」
酌
で
あ
っ
た
と
い
う
意
味
の
表
題
は
比
喩
と
し
て
考
え
る
。

⑫
　
の
〉
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
逮
捕
理
由
に
つ
い
て
は
諸
…
説
あ
り
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露
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に
か
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㊦
詳
蕊
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く
つ
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持
た
ね
ば
な
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な
か
っ
た
り
す
る

　
所
か
ら
暫
え
て
も
、
本
人
に
納
得
の
行
く
理
由
が
な
か
っ
た
の
に
取
り
調
べ
を
受

　
け
た
り
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
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又
、
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シ
モ
ン
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逮
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れ
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リ
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ス
ム
か
明
確
な
態
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取
れ
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よ
う
な
人
間
な
ら
ば
、
徴
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受
け
て
も
責
は
自

　
ら
に
あ
っ
た
。
し
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歳
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。
富
膳
）
で
は
、
　
リ
ヨ
ン
暴
動
に
賛
否
の
い
ず
れ
も
示
し
よ

　
う
の
な
い
無
事
の
罠
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
徴
発
（
一
七
九
三
年
頃
あ
れ
だ

　
け
広
汎
、
に
行
わ
れ
た
誌
ゆ
二
勝
一
事
。
昌
）
を
無
法
な
も
の
と
考
え
る
の
も
嶽
然
で

　
あ
ろ
う
。

⑭
勺
①
潔
舞
旦
≦
。
紆
男
。
霞
帥
⑦
触
層
や
歩
。
ま
℃
胃
担
し
ご
8
お
叫
コ
・

⑮
　
な
お
、
嗣
．
O
碧
二
二
の
考
証
に
よ
れ
ば
、
共
瀦
主
義
者
で
昔
の
パ
ブ
ー
フ
主

　
義
者
菊
’
切
ρ
N
ヨ
は
、
反
ナ
ポ
レ
オ
ン
陰
謀
に
関
係
し
て
い
た
が
、
サ
ソ
・
シ

　
モ
ソ
も
こ
の
人
物
と
関
係
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
と
豫
う
。
い
σ
翌
鉾
ざ

　
ω
巴
ロ
け
－
ω
間
き
。
昌
簿
｝
①
ψ
9
潜
。
δ
昌
ω
げ
p
藷
げ
。
¢
ぐ
一
ω
菖
ω
恥
Φ
一
◎
◎
O
か
帥
H
Q
◎
O
P
》
．
国
“

　
菊
噛
閃
ご
汁
．
ω
b
o
闇
6
Φ
P
唱
喝
．
無
心
－
閉
b
。
O
・
し
か
し
、
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
性
格
と
思

　
想
か
ら
す
れ
ば
、
体
調
の
顯
覆
ま
で
考
え
た
わ
け
で
は
な
か
ろ
う
。

⑯
　
前
川
貞
次
郎
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
史
研
究
1
史
学
史
的
考
察
』
二
頁
。

⑰
オ
ウ
エ
ソ
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
支
配
と
征
服
戦
争
を
、
利
己
酌
原
理
か
ら
惹
き

　
起
さ
れ
た
悲
惨
と
考
え
て
、
道
徳
的
に
非
難
し
て
い
る
．
（
諺
累
④
≦
＜
δ
≦
o
h

　
ω
o
o
圃
簿
ざ
唱
．
お
讐
訳
　
二
二
頁
）
が
、
別
の
箇
所
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
紺
仏
戦
争

　
は
当
然
で
あ
る
と
考
え
、
母
国
の
立
場
を
支
持
し
、
又
、
イ
ギ
リ
ス
の
勝
利
は
そ

　
の
産
業
力
に
あ
っ
た
の
だ
と
誇
っ
て
い
る
。
O
σ
ω
霧
く
簿
δ
霧
。
謁
窪
㊦
鳴
睦
㊦
o
叶

　
o
｛
昏
③
ン
費
二
二
。
葺
噌
葺
σ
q
Q
D
矯
ω
盆
昼
℃
」
曽
．
訳
四
七
頁
。
ヵ
Φ
唱
。
葺
伴
。
夢
①

　
O
o
ヨ
彰
’
窪
。
⑦
σ
団
窪
⑦
諺
ω
。
。
o
o
一
ρ
¢
o
盛
署
や
一
鵯
■
訳
七
三
頁
。

⑱
O
。
す
。
℃
．
鼻
こ
署
・
嵩
O
山
鴫
・
。
・

晶ハ

@
私
⊥
石
μ
財
産
・
蜘
貫
・
本

　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
的
所
有
を
む
し
ろ
力
強
く
讃
え
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

資
本
所
有
の
不
平
等
も
肯
定
し
た
事
は
周
知
の
事
で
あ
ろ
う
。
唯
、

財
産
制
を
永
久
不
変
の
も
の
と
は
せ
ず
、
生
産
に
好
都
合
な
状
態
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

組
み
か
え
る
必
要
を
主
張
し
て
い
る
と
い
う
特
色
が
あ
る
。

　
ラ
ー
リ
エ
は
、
オ
ウ
エ
ソ
の
「
共
産
・
王
冠
精
神
」
を
激
し
い
口
調

　
　
　
　
③

で
攻
撃
し
、
又
、
師
と
は
違
う
サ
ソ
・
シ
モ
ン
主
義
者
の
財
産
相
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

制
否
定
に
も
反
対
し
た
。
し
か
も
「
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
ュ
」
は
，
　
「
共
産

体
」
と
い
う
訳
語
が
不
適
当
な
の
で
あ
っ
て
、
一
種
の
株
式
組
織
で

成
り
立
ち
、
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
ュ
内
で
生
み
出
さ
れ
る
全
生
産
物
と
サ
ー

ヴ
ィ
ス
の
中
、
出
資
金
の
配
当
分
に
割
当
て
ら
れ
る
分
は
全
体
の
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

分
の
一
の
高
額
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。
又
、
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
ュ
間
の
富

の
差
を
認
め
、
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
ュ
内
の
共
同
設
備
の
利
用
が
有
料
で
あ
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る
事
格
考
え
合
せ
れ
ば
、
フ
ー
リ
エ
は
経
済
上
の
平
等
を
強
く
希
求

し
て
い
な
か
っ
た
と
判
断
し
て
よ
く
、
資
本
へ
の
大
き
な
譲
歩
が
印

象
的
で
あ
る
。

　
オ
ウ
ェ
ソ
も
特
に
初
期
に
は
、
利
潤
や
資
本
の
配
当
を
認
め
、
単

に
大
き
過
ぎ
る
利
潤
の
盲
目
的
追
求
の
み
を
批
判
し
た
だ
け
で
あ
っ

　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
が
、
後
年
「
利
潤
の
廃
止
」
を
考
え
、
　
「
貧
困
の
原
因
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

私
的
所
有
の
廃
止
」
を
考
え
る
に
至
っ
た
。
　
「
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
ュ
」
に

は
見
ら
れ
な
い
分
配
の
共
産
主
義
原
理
も
、
オ
ウ
エ
ソ
の
「
村
」
に

　
　
　
　
　
⑨

は
明
確
に
あ
る
。

　
フ
ー
リ
エ
と
オ
ウ
エ
ソ
と
の
差
異
は
、
ユ
ー
ト
ピ
ア
建
設
の
資
金

調
達
方
法
に
つ
い
て
も
存
在
す
る
。
フ
ー
リ
エ
の
場
合
、
金
持
同
志

で
資
金
を
出
し
合
い
自
分
た
ち
だ
け
の
フ
ァ
ラ
ソ
ジ
ュ
を
結
成
す
る

　
　
　
　
　
　
⑯

事
が
可
能
で
あ
り
、
又
、
貧
乏
人
の
た
め
に
は
貧
乏
人
自
身
の
零
細

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

な
資
金
を
集
め
よ
う
と
宣
伝
文
句
を
並
べ
て
居
り
、
実
際
に
は
空
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

く
特
志
家
の
来
訪
を
待
ち
続
け
た
だ
け
で
あ
る
。
他
方
オ
ウ
エ
ン
の

資
金
調
達
は
、
勿
論
フ
ー
リ
エ
と
同
じ
方
法
も
あ
る
が
、
公
共
団
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

の
基
金
や
租
税
を
狙
っ
て
い
る
点
を
筆
者
は
注
翼
す
る
。
更
に
次
節

で
述
べ
る
事
を
併
せ
考
え
る
と
、
オ
ゥ
ェ
ソ
で
は
、
社
会
政
策
の
主

体
の
把
握
が
よ
り
明
確
で
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
な
差
異
を
め
ぐ
っ
て
乱
暴
な
説
明
を
試
み
る
。
サ
ソ
・

シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
が
共
に
フ
ラ
ン
ス
産
業
の
立
ち
遅
れ
を
憂
え
て

　
⑭
い
た
事
を
も
考
慮
に
入
れ
て
推
論
す
れ
ば
、
生
産
力
の
増
大
の
た
め

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

に
二
人
は
絶
え
ず
資
本
の
不
足
を
感
じ
て
い
た
か
ら
資
本
に
対
し
て

譲
歩
し
た
の
で
は
な
い
か
。
と
す
れ
ば
二
人
は
資
本
観
の
点
で
も
後

進
国
フ
ラ
ン
ス
の
経
済
社
会
を
背
景
に
し
て
い
た
事
に
な
る
。

　
オ
ウ
エ
ソ
が
「
貧
困
の
原
因
は
資
本
不
足
に
あ
る
の
で
は
な
い
」

　
　
　
　
　
　
⑯

と
明
言
し
て
い
る
の
は
、
他
の
二
人
と
全
く
対
照
的
で
あ
る
。
オ
ウ

エ
ソ
の
周
闘
に
は
持
分
を
募
れ
ば
す
ぐ
応
ず
る
資
本
家
が
何
人
も
居

⑰り
、
こ
の
事
情
は
イ
ギ
リ
ス
全
体
に
も
あ
る
程
度
妥
当
す
る
こ
と
で

あ
っ
た
ろ
う
か
ら
、
オ
ウ
ェ
ソ
の
関
心
は
資
本
量
に
よ
り
も
利
潤
の

運
用
面
に
注
が
れ
た
。

　
①
い
、
ぎ
a
ω
琶
ρ
ω
。
＜
。
r
や
。
。
㊤
層
唱
誌
。
。
魑
唱
．
。
。
ω
●
賢
○
議
餌
巳
ω
餌
仲
。
葺
蒔
α

　
＜
〇
一
こ
（
×
区
y
℃
■
一
画
．
O
⊆
芝
ω
3
ヨ
。
ヨ
曾
簿
ユ
巳
．
q
縣
ぐ
。
一
こ
（
×
×
同
y
℃
㍉

　
劇
㊤
・

　
②
ど
、
謬
含
ω
巴
p
鵯
く
。
μ
二
（
×
H
メ
y
℃
．
8
．
ヒ
9
α
q
p
巳
笛
彗
。
鐸
同
誌
。
〈
。
r

　
や
＄
■

　
③
団
。
貰
醇
”
累
2
＜
①
窪
窯
o
a
㊦
℃
唱
．
ミ
。
。
．

　
④
u
①
窪
話
帥
嵐
巳
門
§
層
㈹
。
。
旨
嵩
≦
。
屈
屋
ω
ゼ
・
ま
①
℃
霞
℃
。
＝
自
・
臨
一
ど
く
δ

　
篇
①
司
O
ロ
ユ
¢
♪
℃
．
＝
メ
（
罰
．
し
d
O
潭
目
σ
q
ぎ
”
O
℃
．
O
諄
二
や
．
｝
O
潜
宥
コ
O
欝
（
さ
◎
）
の
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サン・シモン、プーリX対オウXソ（堀井）

原
文
引
用
に
よ
る
）
。

⑤
¢
巳
＄
に
巳
話
議
。
濠
－
ρ
ω
．
（
鉾
鳥
y
Ψ
盟
メ
全
体
鍛
か
ら
資
本
の
配
当

　
分
を
取
り
去
っ
た
後
の
分
（
全
体
の
三
分
の
二
）
は
、
才
能
と
勤
勉
と
に
比
例
し

　
て
配
分
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
資
本
へ
の
配
当
分
が
か
な
り
大
き
い
点
に
注
意
。

⑥
年
率
五
パ
ー
セ
ン
ト
の
資
本
へ
の
配
当
は
認
め
、
そ
れ
以
上
の
利
益
を
労
働
者

　
保
護
に
用
い
た
。
　
　
　
　
　
－

⑦
ジ
イ
ド
、
リ
ス
ト
、
前
掲
訳
書
、
三
三
七
±
工
四
五
頁
。

⑧
・
○
≦
⑦
諮
け
冨
切
。
o
搾
。
｛
昏
。
翼
①
堵
竃
。
『
巴
謹
。
ユ
9
二
曹
ω
錠
窪
”

　
ゼ
。
巳
8
』
。
。
雰
電
誌
？
傘
．
但
し
、
鋭
鍔
。
。
σ
g
p
。
賢
g
f
唱
・
Φ
誕

　
に
引
用
さ
れ
た
所
に
拠
る
。

⑨
菊
名
。
算
8
夢
Φ
O
。
§
薯
鼠
ピ
ρ
舜
三
層
や
・
。
。
。
。
。
’
訳
一
六
七
頁
。
「
め
い

　
め
い
の
人
は
、
共
周
体
の
典
同
貯
蔵
所
か
ら
、
な
ん
で
も
好
き
な
程
自
由
に
受
け

　
取
る
事
が
で
き
る
」
。

⑩
司
。
目
二
⑦
び
ρ
舞
¢
。
ω
窯
窪
く
㊦
日
。
簿
。
・
曽
（
撞
』
）
サ
唱
」
お
み
訳
二
三
五
頁
。

⑪
d
昌
ま
毒
ぞ
g
ω
。
＝
ρ
ダ
H
嘘
（
壁
b
。
y
℃
」
O
曽

⑫
O
げ
・
O
箆
・
u
《
ぎ
窪
＆
琴
焦
。
掃
》
餌
巽
《
○
鐸
く
器
ω
o
ぎ
葱
。
ω
y
や
≦
・

⑬
O
≦
。
戸
労
①
℃
。
箒
8
夢
。
o
。
ヨ
昆
什
け
8
。
｛
夢
①
宏
留
9
薮
8
ω
h
。
擁

　
酔
げ
⑦
図
9
圃
¢
｛
o
｛
昏
Φ
言
2
昌
9
㊤
o
ε
ニ
コ
σ
q
餌
昌
α
U
騨
σ
o
葭
葺
α
Q
勺
o
o
が
唱
℃
．

　
囲
①
①
－
刈
．
訳
八
六
百
ハ
。
菊
Φ
℃
o
諄
梓
。
梓
》
o
　
O
o
儒
図
属
鴇
o
h
　
い
p
瓢
9
同
ぎ
℃
曜
b
Q
6
Q
q
璽
訳

　
一
六
｝
頁
G

⑭
7
ラ
ソ
ス
産
業
e
立
ち
遅
れ
を
願
望
し
た
の
は
、
あ
る
程
度
思
想
的
立
場
を
超

　
え
て
嶺
時
の
フ
ラ
ン
ス
人
に
共
題
の
も
の
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
、

　
フ
ー
リ
エ
が
、
　
「
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
廃
止
の
時
、
工
業
従
鄭
春
の
亡
命
だ
け
で

　
も
防
い
で
い
た
な
ら
ば
、
商
工
業
の
衰
退
は
回
復
で
き
た
で
あ
ろ
う
」
　
（
抄
）

　
ρ
轟
曽
。
ω
鑑
o
ρ
く
㊦
旨
。
馨
。
・
輔
（
け
．
H
y
や
ω
8
と
云
っ
て
い
る
。
他
方
、
フ
：

　
リ
エ
と
同
時
代
の
保
護
主
義
者
の
O
び
p
箕
巴
も
ナ
ン
ト
の
勅
令
の
廃
止
を
残
念

　
が
っ
て
い
る
。
シ
ャ
プ
タ
ル
に
つ
い
て
は
、
吉
曝
静
一
『
フ
ラ
ン
ス
重
商
主
義
論
』

　
「
九
六
二
年
、
　
二
四
五
胃
只
。

⑬
サ
ソ
・
シ
モ
ン
に
つ
い
て
は
、
前
述
の
よ
う
に
農
業
に
於
け
る
資
本
不
足
論
。

　
又
、
サ
ン
・
シ
モ
ン
が
銀
行
業
を
塵
轟
兼
組
織
化
の
司
令
宜
【
の
地
位
に
概
い
た
の
も
、

　
資
本
不
足
の
認
識
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
、
フ
；
リ
エ
に
つ
い

　
て
は
、
「
…
…
土
地
・
機
械
・
道
具
・
工
場
（
仕
事
場
）
の
不
足
や
他
の
欠
陥
が
、

　
絶
え
ず
文
明
の
産
業
を
麻
痺
さ
せ
て
い
る
。
」
（
傍
点
筆
者
）
d
μ
詳
O
篇
巳
く
。
話
〇
一
ざ

　
ρ
曲
（
倉
㎝
y
℃
幽
一
b
。
。
。
．

⑯
O
薫
¢
戸
労
巷
。
詠
8
霧
。
O
自
算
鴇
。
団
雷
雲
門
F
℃
』
膳
。
。
．

⑰
○
≦
①
鈍
ご
♂
9
烹
ヨ
吻
。
巴
ひ
や
一
b
。
。
。
●
訳
一
六
七
頁
。

七
　
議
会
・
労
働
組
合

　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
が
『
組
織
者
』
等
で
公
共
福
祉
三
業
の
政
策
を
待

望
し
て
い
衡
点
で
は
オ
皇
ソ
と
軌
豊
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
．

し
か
し
そ
の
社
会
政
策
の
実
行
主
体
に
つ
い
て
は
、
　
（
イ
）
国
王
個
・

人
に
（
ロ
）
学
者
・
技
術
者
等
の
立
案
に
（
ハ
）
財
政
の
裏
付
を
含

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
　
も
　
　
　
ち

め
政
策
の
執
行
の
全
権
を
上
層
の
藍
業
家
に
委
任
す
る
と
い
う
三
案

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

を
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
考
え
て
考
え
て
い
る
。
サ
ソ
・
シ
モ
ン
の
…
麗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

傭
対
策
に
つ
い
て
は
竃
由
主
義
と
区
別
が
つ
か
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

　
フ
ー
リ
エ
の
場
合
は
、
最
低
生
活
の
保
証
（
「
保
障
主
義
」
）
の
主
張

も
又
、
論
理
上
馬
ウ
ェ
ソ
と
同
じ
社
会
政
策
を
要
求
す
る
も
の
で
あ

る
。
に
も
拘
ら
ず
、
フ
ー
リ
エ
の
思
想
は
、
政
治
そ
の
も
の
に
深
い
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嫌
悪
の
情
を
示
す
だ
け
で
、
国
家
・
政
治
を
通
し
て
の
理
想
実
現
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
全
く
見
当
が
つ
か
な
い
よ
う
な
思
想
で
あ
る
。

　
こ
の
両
者
に
比
し
て
オ
ウ
エ
ソ
は
、
現
行
の
イ
ギ
リ
ス
憲
法
を
信

頼
し
、
そ
の
枠
の
中
で
の
改
革
が
可
能
で
あ
る
事
を
述
べ
、
貧
民
の

福
祉
を
「
立
法
的
処
置
」
に
よ
っ
て
改
善
す
る
希
望
を
早
く
か
ら
抱

　
⑤
い
た
。
　
「
国
家
に
よ
る
失
業
救
済
」
を
主
張
し
て
自
由
主
義
者
と
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

解
を
異
に
し
た
事
は
オ
ウ
エ
ソ
自
身
が
語
っ
て
い
る
。
や
や
遅
れ
て

実
際
活
動
面
で
も
、
下
院
委
員
会
へ
の
出
頭
、
議
員
立
候
補
、
工
場

法
糊
定
の
努
力
を
し
た
が
、
失
敗
又
は
不
満
足
な
成
果
し
か
得
ら
れ

な
か
っ
た
に
せ
よ
、
そ
れ
は
、
　
「
労
働
保
護
立
法
の
創
始
者
ナ
ウ
ェ

⑦
ソ
」
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
議
会
民
主
主
義
に
よ
る
社
会
問
題
の

解
決
の
可
能
を
実
証
し
た
。

　
そ
の
上
、
一
八
二
〇
年
代
か
ら
三
四
年
に
至
る
オ
ウ
エ
ソ
と
労
働

組
合
運
動
と
の
接
触
、
及
び
そ
の
接
触
か
ら
生
れ
た
「
公
正
労
働
交

換
所
」
の
思
想
と
実
践
と
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
詳
述
の

余
裕
は
な
い
。

　
要
す
る
に
、
三
入
の
社
会
改
革
手
段
に
労
働
者
の
団
結
と
闘
争
が

欠
け
て
い
る
と
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
以
来
繰
り
返
さ
れ
た
事
で
あ
っ
た
。

が
、
そ
の
後
の
歴
史
に
よ
れ
ば
、
革
命
を
指
向
し
な
い
労
働
運
動
と

ざ

　
議
会
立
法
と
い
う
二
つ
の
手
段
の
有
効
性
も
実
証
さ
れ
た
。
こ
の
二

　
つ
の
手
段
を
早
く
も
掴
み
か
け
た
の
は
オ
ゥ
ェ
ソ
で
あ
っ
て
、
サ
ン
．

シ
モ
ン
・
丁
呈
で
は
な
恥

　
こ
の
よ
う
な
差
異
（
今
臼
の
社
会
罠
主
主
義
の
立
場
か
ら
見
て
重
要
な

差
異
）
の
起
源
は
、
本
来
彼
ら
の
思
想
の
中
に
あ
っ
た
差
異
に
も
求

　
　
　
　
　
　
⑨

め
る
事
が
で
き
る
が
、
主
と
し
て
彼
ら
の
地
位
、
そ
し
て
勢
い
の
赴

く
所
に
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
第
一
。
フ
ラ
ン
ス
の
二
人
は
、
推
定
す
る
に
選
挙
権
も
被
選
挙
権

　
　
　
　
　
　
　
⑭

も
持
ち
得
な
か
っ
た
。
一
般
に
社
会
的
に
無
力
な
人
間
の
考
え
る
改

革
手
段
は
、
救
世
主
待
望
（
宗
教
人
）
、
蜂
起
（
ル
ソ
．
プ
ロ
）
、
　
団
結

（
組
織
労
働
者
）
、
無
政
府
主
義
的
非
政
治
的
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
（
著
白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

き
イ
ン
テ
リ
）
の
い
ず
れ
か
に
陥
り
易
い
。
　
啓
蒙
思
想
の
世
俗
主
義

　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
前
述
の
革
命
体
験
と
が
前
の
三
つ
を
二
人
に
禁
じ
て
い
た
か
ら
に

は
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
と
フ
1
リ
エ
に
残
さ
れ
た
道
は
、
最
後
の
四
つ

目
の
道
（
二
人
の
中
殊
に
フ
…
リ
エ
が
た
ど
っ
た
道
）
が
、
又
は
改
革
に

は
不
適
当
な
政
治
勢
力
・
社
会
勢
力
に
頼
る
提
案
（
殊
に
前
述
の
サ
ン
．

シ
モ
ン
の
提
案
）
を
し
て
見
る
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

　
オ
ウ
エ
ソ
は
改
革
運
動
当
時
既
に
社
会
的
地
位
も
高
く
被
選
挙
権
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サソ・シモン、フーリエ紺オウエソ（堀井）

も
持
ち
、
い
わ
ば
体
制
を
担
う
人
間
で
あ
っ
た
。
体
調
を
担
う
人
間

が
改
革
を
志
す
時
、
先
ず
既
存
の
政
治
機
構
を
通
ず
る
方
法
を
取
る

の
は
宮
然
で
あ
る
。
　
今
な
お
、
こ
の
上
に
オ
ウ
エ
ン
の
実
務
家
的
実
母
的

　
　
⑭

な
性
絡
も
煽
わ
っ
て
い
る
点
は
、
從
来
の
論
者
の
摺
熱
す
る
所
で
あ
る
。
）

　
第
二
に
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
で
は
労
働
者
の
組
織
化
と
運
動
が
殆

　
　
　
　
　
⑮

ど
な
か
っ
た
が
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
れ
ら
が
現
実
に
か
な
り
広
汎
に

　
　
　
　
⑯
　
　
　
　
。

始
ま
っ
て
い
た
。
そ
し
て
オ
ウ
エ
ソ
の
「
墓
園
労
働
組
合
大
連
含
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

議
長
就
任
。
勢
い
の
赴
く
所
と
は
こ
の
事
で
あ
る
。

①
u
6
磯
諺
凶
雷
伴
2
び
倦
く
。
訓
（
×
麟
）
蜘
電
曜
無
ω
㊦
ρ
◆

②
　
U
鐸
。
。
〈
。
・
3
資
Φ
一
コ
α
蛮
野
δ
炉
寒
く
。
劃
（
犠
メ
囲
y
　
℃
や
℃
や
一
8
あ
こ
こ

、
　
に
表
わ
れ
た
ユ
…
ト
ピ
ア
の
政
治
組
織
中
・
、
財
務
雀
・
産
業
院
等
は
国
家
予
算
の

　
決
定
と
運
用
を
あ
ず
か
る
機
関
と
し
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
構
威
メ
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
　
　
　
ヨ
　
　
ヤ

　
バ
ー
は
、
殆
ど
全
く
上
層
の
産
業
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
か
ら
威
る
よ
う
に
仕
組
ま
れ

　
て
い
る
。
例
え
ば
「
も
っ
と
も
多
数
の
労
働
蓉
を
膜
記
す
る
製
造
業
旛
」
等
と
指

　
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
組
織
の
目
的
は
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
の
生
存
を
保
証
す

　
る
」
（
や
H
O
刈
）
事
に
あ
る
の
だ
が
、
実
際
問
題
と
し
て
こ
れ
ら
大
企
業
家
達
が

　
ど
れ
程
公
共
的
社
会
政
策
的
立
場
に
立
つ
事
が
で
き
る
か
怪
し
い
。
サ
ソ
・
シ
モ

　
ソ
は
、
改
革
を
そ
の
よ
う
な
社
会
勢
力
に
頼
っ
た
の
で
あ
る
。

③
ピ
．
○
薦
碧
田
舞
。
弓
婚
緩
く
O
r
（
×
×
）
”
や
嵩
b
。
。

④
司
8
捷
軍
¢
巳
富
償
覧
く
。
話
㊦
濠
仲
．
・
。
λ
焼
。
。
y
喝
藁
α
・
男
麟
嬬
鴇
。
ぎ
山
蕊
－

　
霞
一
ρ
℃
■
ω
㊤
一
■

⑤
　
O
糞
。
p
五
鈷
。
≦
〈
一
〇
≦
◎
｛
ω
0
9
所
用
層
や
b
。
H
睾
伽
や
鶉
．
訳
三
七
、
～

　
一
〇
頁
。

⑥
凶
買
血
二
℃
■
・
。
“
碧
畠
℃
や
。
。
。
。
あ
①
露
・
訳
六
三
i
六
四
頁
、
一
三
六
1
；
　
八

　
頁
。
り
濡
①
σ
矯
げ
一
旨
ω
⑦
罫
勺
や
覧
。
。
一
㊤
¢
昌
α
や
峯
ド
訳
二
三
四
一
二
一
二
頁
。

⑦
塗
り
。
＝
①
諺
ρ
。
℃
．
9
伸
こ
毛
」
㎝
ゆ
∴
器
恥

⑧
誤
解
を
さ
け
る
た
め
に
、
附
言
す
れ
ば
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
、
議
会
制
・
選
挙

　
制
そ
の
も
の
に
つ
い
て
は
、
慰
主
制
の
下
で
椎
弓
す
る
菓
に
賛
威
で
あ
っ
た
。
ベ
ソ

　
タ
ム
の
選
挙
法
改
正
運
鋤
に
条
件
付
で
賛
成
し
た
窮
（
U
．
目
μ
山
蕊
霞
圃
ρ
⇔
。
6
〈
o
一
二

　
（
メ
H
メ
）
り
℃
や
」
Q
Q
。
・
①
ρ
タ
）
、
反
動
的
な
工
重
投
票
法
反
対
デ
モ
に
参
加
し
た
ら

　
し
い
叢
（
い
U
窪
霞
ざ
。
や
。
聾
”
諺
●
寓
●
閃
．
閏
二
納
ω
b
。
”
δ
①
Φ
噛
や
帆
器
）
は

　
こ
れ
を
物
語
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
上
膚
ブ
ル
ジ
ョ
ア
ジ
ー
、
せ
い
ぜ
い

　
下
瀬
で
借
地
農
の
政
治
参
加
と
産
業
の
髭
展
の
た
め
に
考
え
た
の
で
あ
っ
て
、
労

　
働
問
題
の
解
決
の
た
め
や
資
本
家
の
恣
意
抑
制
の
た
め
に
議
会
鋼
を
問
題
に
し
た

　
こ
と
は
な
い
。

⑨
五
節
参
照
。

⑩
　
王
政
復
古
の
選
挙
資
格
は
年
三
百
フ
ラ
ン
の
藏
接
税
納
税
額
を
最
低
と
す
る
。

　
（
男
℃
o
算
①
睡
一
魑
い
9
ヨ
g
霞
島
一
〇
糞
蝿
㊦
響
雪
富
貯
。
（
一
。
。
題
－
岡
。
。
心
。
。
ソ
お
畠
’

　
や
q
。
ド
℃
や
ミ
ー
膳
Q
。
．
）
そ
れ
に
対
し
て
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
生
活
の
浮
沈
が
激
し

　
い
が
、
他
入
の
好
意
に
よ
っ
て
生
活
す
る
事
も
多
く
、
赤
貧
に
陥
っ
た
辮
も
あ
る
。

　
フ
ー
リ
エ
の
年
収
は
、
千
か
ら
千
五
首
フ
ラ
ン
位
で
あ
っ
た
。
（
O
F
O
誌
P

　
ぎ
嘗
。
費
。
謡
自
窪
メ
《
○
国
薯
増
Φ
ω
O
げ
凝
縮
鶉
γ
や
く
囲
目
■
）
。
肉
体
労
働
者
よ

　
り
は
や
玉
裕
福
な
程
遡
の
収
入
で
あ
る
。

⑪
　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
思
想
教
養
の
上
か
ら
「
最
後
の
欝
欝
全
書
派
」
（
い
∪
騨
葺
蔓
）

　
と
云
え
、
最
後
の
著
作
『
薪
キ
リ
ス
ト
教
』
も
宗
教
と
い
う
よ
り
世
俗
道
徳
で
あ

　
る
。
　
フ
ー
リ
エ
の
快
楽
説
は
、
明
ら
か
に
「
反
禁
欲
主
義
」
（
O
．
切
。
賃
α
q
嵐
）
の

　
道
徳
で
あ
っ
て
、
男
ρ
ぴ
㊦
一
篇
ω
及
び
鵠
。
一
く
簿
貯
ω
等
の
影
響
が
推
定
さ
れ
る
。

⑫
サ
ソ
・
シ
モ
ン
は
、
「
最
も
貧
し
い
階
級
の
境
遇
改
善
篇
を
唱
え
続
け
て
い
る
さ

　
申
に
あ
っ
て
も
、
そ
の
唱
道
が
「
貧
民
階
級
を
駆
っ
て
金
持
や
政
府
に
対
す
る
暴

　
力
行
為
に
赴
か
せ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
懸
念
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
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た
。
　
ω
鉱
簿
－
ω
一
ヨ
。
戸
翼
o
q
く
②
騨
露
O
げ
ユ
ω
臨
ρ
巳
ω
崔
ρ
響
く
巳
二
（
井
野
囲
削
目
）
、

　
や
嵩
ρ
大
塚
訳
二
八
二
頁
。
　
フ
ー
リ
エ
は
「
…
七
九
三
年
の
、
過
度
の
政
治
的

　
自
由
は
、
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
野
亦
鍬
二
仏
態
に
肱
閣
れ
た
」
　
（
の
群
幻
簿
け
H
O
ω
　
竃
O
鐸
く
①
ヨ
③
昌
梓
ω
”

　
（
鉾
一
y
℃
や
ω
。
。
。
。
1
⑫
）
と
云
っ
て
い
る
よ
う
に
、
政
治
上
の
自
由
さ
え
疑
わ
し
く

　
考
え
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

⑬
O
≦
㊦
p
ピ
凱
⑦
σ
嘱
鉱
ヨ
ω
巴
抄
や
俸
。
。
“
訳
七
二
…
七
孟
頁
◎

⑭
○
≦
象
》
誤
累
①
斐
く
δ
姜
。
鴎
q
。
。
黛
。
叶
ざ
℃
や
讐
ゐ
ト
訳
三
六
±
こ
七
頁
。

⑮
帽
ω
①
ρ
冨
ξ
。
9
。
言
導
5
器
号
冨
津
雪
8
ω
。
奮
団
ヨ
。
昌
霧
。
三
。

　
8
麺
ω
謬
巴
話
（
一
◎
。
一
？
一
。
。
島
y
一
⑩
塾
。
8
や
欝
餅
や
U
o
三
。
。
箪
。
や
。
一
け
二
℃
や

　
鰹
－
伊
そ
し
て
、
当
時
の
フ
ラ
ン
ス
の
労
働
春
が
協
調
的
で
あ
る
事
を
他
な
ら
ぬ

　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
が
明
確
に
抱
え
て
い
た
事
に
注
意
し
か
う
。
U
巴
、
○
茜
曾
瓢
ω
㊤
鉱
。
昌

　
。
。
0
9
巴
ρ
一
〇
α
〈
2
こ
（
×
×
〆
回
鱗
y
ワ
一
譲
曜

⑯
諸
。
雰
。
昌
p
μ
乙
6
暮
ρ
擁
冨
し
d
目
三
。
・
び
ピ
g
。
謹
罵
。
く
①
ヨ
⑦
簿
”
電
』
Φ

　
ω
o
遼
φ
特
に
｛
八
二
四
年
か
ら
　
八
三
四
年
の
十
年
間
。

⑰
9
U
．
簿
O
。
掃
Φ
b
や
。
溢
出
．
峯

結

び

　
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ
対
オ
ウ
エ
ソ
の
思
想
上
の
差
異
を
要

約
す
れ
ば
、

　
（
一
）
遅
れ
た
生
産
力
の
発
展
を
如
何
な
る
体
制
に
よ
っ
て
行
う

か
の
プ
ラ
ン
、
生
産
力
の
発
展
を
阻
害
す
る
も
の
を
如
何
に
排
除
す

る
か
の
プ
ラ
ン
が
前
二
者
で
あ
り
、
従
っ
て
下
層
階
級
へ
の
同
情
に

も
拘
ら
ず
、
具
体
策
で
は
数
々
の
現
状
肯
定
を
含
む
。
そ
れ
に
対
し

て
、
．
生
産
力
の
急
激
な
発
展
後
の
行
き
詰
り
を
ど
う
い
う
政
策
と
体

制
で
打
開
す
る
か
と
い
う
プ
ラ
ン
が
後
者
で
あ
り
、
従
っ
て
下
層
階

級
改
善
の
具
体
策
と
し
て
数
々
の
現
状
改
良
の
諸
勢
を
含
む
。

　
（
二
）
オ
ウ
エ
ソ
は
、
革
命
に
よ
ら
な
い
社
会
事
端
解
決
方
法

（
民
主
的
労
働
運
動
と
議
会
民
主
主
義
）
を
掴
み
か
け
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
差
異
が
生
じ
た
原
因
は
、
個
人
差
と
黒
焦
社
会
の
差

と
が
重
な
り
合
っ
た
所
に
あ
る
。
　
（
一
）
一
方
は
フ
ラ
ン
ス
の
政
治

動
乱
、
他
方
は
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
と
い
う
各
国
史
を
動
か
す
力

の
仏
英
差
。
　
（
二
）
一
方
は
、
政
治
動
乱
に
よ
っ
て
何
ら
利
益
を
受

け
な
か
っ
た
小
市
民
階
級
の
中
の
二
人
が
フ
ラ
ン
ス
産
業
の
後
進
性

を
知
る
。
他
方
は
イ
ギ
リ
ス
産
業
革
命
の
担
い
手
が
労
働
闘
題
に
薩

面
し
続
け
る
…
…
と
い
う
具
合
に
個
人
差
が
重
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
、
フ
ラ
ン
ス
人
は
フ
ラ
ン
ス
人
で
あ
る
と
い
う
極
め
て
自
明

の
事
を
語
り
続
け
た
に
過
ぎ
な
い
。
唯
ハ
思
想
史
が
一
つ
の
解
釈
で

あ
る
限
り
、
明
敏
な
二
人
の
思
想
史
家
の
解
釈
に
対
し
て
、
平
凡
な

解
釈
に
立
ち
帰
ろ
う
と
す
る
の
も
一
つ
の
立
場
で
あ
る
と
考
え
る
に

過
ぎ
な
い
。
甲
「
空
想
的
社
会
主
義
者
」
の
見
方
も
「
組
合
派
社
会
主

義
者
」
の
見
方
も
、
思
想
の
共
通
点
を
踏
ま
え
て
い
る
限
り
そ
れ
を
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サソ・シモン、フーりX対オウエソ（掘男・）

全
く
棄
て
去
る
事
は
不
可
能
で
あ
り
、
し
か
も
そ
れ
ぞ
れ
研
究
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

思
想
的
立
場
に
裏
打
ち
さ
れ
て
い
る
以
上
、
前
者
は
マ
ル
キ
シ
ズ
ム

と
共
に
、
後
者
は
協
同
出
庫
運
動
と
共
に
生
き
続
け
る
に
違
い
な
い
。

況
や
両
老
か
ら
門
社
会
主
義
者
一
の
語
を
取
り
去
り
そ
れ
ぞ
れ
「
ユ

ー
ト
ピ
ス
ト
」
、
「
協
同
組
合
学
説
家
」
と
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
用
語

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

は
な
お
の
こ
と
長
命
で
あ
ろ
う
。

　
に
も
拘
ら
ず
、
初
期
社
会
主
義
の
時
代
に
も
、
現
代
社
会
主
義
の

時
代
に
劣
ら
ぬ
（
む
し
ろ
よ
り
以
上
に
甚
し
い
）
各
国
社
会
経
済
の
不

均
等
発
展
が
あ
っ
た
か
ら
に
は
、
そ
し
て
又
、
続
く
現
代
社
会
主
義

史
も
各
国
史
の
基
盤
に
し
か
展
開
し
得
な
い
か
ら
に
は
、
初
期
社
会

主
義
の
各
国
比
較
が
必
要
か
つ
可
能
で
あ
る
と
思
う
。
本
稿
で
示
し

た
差
異
点
の
数
々
は
、
エ
ン
ゲ
ル
ス
や
ジ
イ
ド
と
は
別
の
見
方
が
充

分
可
能
で
あ
る
事
を
証
明
し
得
た
と
信
ず
る
。

　
で
は
、
初
期
社
会
主
義
の
フ
ラ
ン
ス
約
特
色
と
は
何
か
。
未
だ
他

の
思
想
家
（
就
中
プ
ル
…
ド
ソ
、
ブ
ラ
ソ
キ
等
）
の
考
察
を
残
し
て
い

る
が
、
筆
者
の
覚
え
書
を
許
し
て
頂
き
た
い
。

　
（
イ
）
イ
ギ
リ
ス
初
期
社
会
主
義
は
、
マ
ソ
チ
ェ
タ
ー
と
ロ
ソ
ド

ソ
、
産
業
革
命
を
除
い
て
は
考
え
ら
れ
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
初
期
社

会
主
義
は
、
産
業
革
命
の
認
識
を
除
い
て
も
成
立
し
得
、
経
済
外
要

因
に
よ
っ
て
惹
き
起
さ
れ
た
経
済
上
の
損
失
等
の
認
識
か
ら
誕
生
し

た
面
が
大
き
い
。

　
（
ロ
）
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
労
働
組
合
法
、
工
場
立
法
的
な
発
想
が

余
り
な
か
っ
た
か
又
は
遅
れ
て
現
わ
，
れ
た
。

　
（
ハ
）
労
資
関
係
と
い
う
思
考
法
以
外
に
、
商
人
の
収
奪
、
貴
族

の
寄
生
性
と
い
っ
た
思
考
法
が
あ
り
、
サ
ソ
・
シ
モ
ン
、
フ
ー
リ
エ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

だ
け
で
な
く
、
バ
ブ
ー
フ
、
ブ
ラ
ソ
キ
等
に
共
通
し
て
い
る
。

　
（
二
）
社
会
閥
題
の
解
決
方
法
と
し
て
、
改
良
主
義
の
系
譜
の
思

想
家
は
、
非
政
治
的
無
政
府
的
に
な
り
易
く
、
革
命
主
義
の
系
譜
の

者
は
、
少
数
者
に
よ
る
暴
動
を
起
し
易
い
。
い
ず
れ
も
組
織
的
な
民

衆
運
動
と
の
関
連
が
少
い
℃

　
こ
れ
ら
の
底
の
浅
い
仮
説
が
す
ぐ
に
も
崩
れ
去
る
よ
う
に
、
フ
ラ

ン
ス
社
会
思
想
研
究
の
進
展
を
願
っ
て
欄
漏
す
る
。

　
①
「
空
想
的
社
会
窯
義
」
概
念
は
、
フ
ー
リ
エ
派
と
サ
ソ
・
シ
モ
ン
派
と
の
融
合

　
　
現
象
や
更
に
オ
ウ
エ
ソ
派
と
の
融
合
【
（
ピ
エ
ー
ル
・
ル
ル
ー
、
カ
ベ
の
場
・
曾
）
と

　
　
い
っ
た
先
立
つ
歴
史
事
実
が
あ
っ
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
薩
接
に
は
、
他

　
　
の
初
期
赴
会
空
義
に
紺
す
る
マ
ル
ク
ス
・
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
理
諭
的
対
抗
の
必
要
が

　
　
大
き
な
成
立
契
機
に
な
っ
て
い
る
。
又
、
「
組
合
派
祉
会
空
月
偏
概
念
を
作
っ
た

　
　
ジ
イ
ド
は
、
　
「
ニ
ー
ム
派
」
消
費
協
同
組
合
思
想
家
の
中
心
人
物
で
あ
る
。
　
（
平

　
　
実
、
　
『
市
昆
革
ム
坤
と
肋
渤
岡
田
心
紹
心
』
　
｝
九
六
か
年
一
二
〇
七
頁
以
下
）
。

　
②
《
ω
。
9
巴
望
。
》
と
は
何
と
時
代
的
に
も
偲
人
的
に
も
意
味
合
が
異
な
る
事
か
。

99　（735）



　
そ
こ
か
ら
、
鰍
え
ば
フ
ー
リ
エ
が
社
会
溢
義
者
か
否
か
と
い
う
箏
が
問
題
に
さ
れ

　
て
結
蒋
が
つ
か
な
く
な
る
。
蜜
■
U
窪
。
ざ
頃
駿
仲
。
搾
①
儒
①
。
。
同
象
Φ
ω
ω
o
o
ざ
一
〇
印

　
①
欝
頃
浮
野
o
ρ
ρ
b
σ
．
♂
凱
9
凹
凸
8
歴
＝
¶
鼠
器
ρ
タ

③
豊
田
発
『
バ
ブ
ー
フ
と
そ
の
時
代
ー
フ
ラ
ソ
ス
革
命
の
研
究
』
一
九
五
八
年

　
四
一
四
貰
。
柴
田
朝
子
「
十
九
世
紀
フ
ラ
ン
ス
の
革
命
思
想
　
　
オ
…
ギ
識
ス
ト
・

ブ
ラ
ソ
キ
を
中
心
と
し
て
」
（
岩
間
徹
縞
『
変
革
期
の
碁
会
』
一
九
六
二
年
所
収
）

九
九
一
一
〇
一
頁
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
九
六
五
年
七
月
二
　
霧
雪
稿
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
銑
学
翫
）
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The　Mongolian　lnvasion　into　lndia　in　the

　　　　　　　　13th　and　14th　Centuries

　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　Toshiyuki　Etani

　　From　the　invasion　of　the　Mongolian　army　under　Chinggis－Khan　at

the　begiiming　of　the　13th　century，　the　Mongolian　made　a　repeated

rald　on　the．　north－western　lndia　till　the　14　th　century．　The　first

invasioR　was　projected　to　dissolve　the　Kh．warizm－Skah　dynasty　and　to

secure　the　possessory　right　of　the　principal　road　between　East　and

West，　happened　to　reach　the　bank　of　the　IRdus　in　pursuit　of　the

south－routing　Khwarizm－Sh2h　king．　Soon，　with　establishment　of　the

kingdom　of　Chaghatai－Khan，　the　Mongolian　started　the　earnest　invasion

to　lndia　and　threatened　the　bacl〈　oi　Sukanat　in　Delhi，　the　development

of　which　this　article　tries　to　trace　with　the　examinatioB　of　its　historical

importance．

Saint－Simon，　Fourier　and　Owen

A　Cornparison　between’French　and
　　　　　　　　English　Socialist　Thinkers

　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　Toshio　Horii

　　Saint－Simon，　Fotirier　and　Owen　were　almost　contemporary　socialist

thinkers　in　France　and　Great　Britain，　and　up　to　this　time　these　three

have　been　regarded　as　“Utopian　socialists”，　and　especially　一Fourier

and　Owen　as　“assoslationist　socialists”．　But，　when　their　ideas　are・

examined，　their　shades　of　opinioR　lead　us　to　another　interpretation．

Though　they　thought　of　the　protection　of　laborers，　the　differen’ce

between　Saint－Simon　and　Owen　is　great　；　in　spite　of　the　same　plan　of

utopia，　their　attitude　fowards　the　actual　society　was　differet．　On　the・

other　hand，　the　fellow　countrymen，　Saint－Simon　and　Fourier，　have

many　points　of　similarity　in　their　social　thoughts．

　This　article　presents　that　their　own・ideas　refiect　iR　tuyn　the　fate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（793）



of　th’eir　c6untrles　and　tkeir　status，　that　is　to　say，

Fourler，　a　shopiinan，　and　Owen，　a　factory　owner．

Saine－Simon，　noble，．

Historical　Geography　of伽α猪名Manor　under　the　Rule

◎fthe　Tδdaiji東大寺Temple　ln　the　Settsu摂津Country

by

Hisao　Watanabe

　　This　article　w祖throw　light　on　and　determine乞he．　poi航of　locatioiユ／t．．

from　its　natural　conditions　in　regard　to　．lna　manor，　one　of　the　ter－

ritories　under　the　T6dai／’i　Temple，　and　its　process　of　cultivation　by’

the　aRcient　written　plan．　ln　the　iniddle　of　tke　8　th　century，　th’e　land．．

uncler　the　rule　of　the　lmperial　Household　before，　was　con£ributed　to・

the　T6dail’i　Temple；this　zneighborhood，　as　located　at　the　end　of　the・

alluvia｝　pialn，　was　under　remarkable　developnaent　and　was　a　hopeful

manor．　The　plan　of　the　lna　Manor，　handed　dowii　to　us　and　written

about　the　12th　ceReury　witk　sorne　mistakes，　was　the　valuabte　materia．1

which　toid　us　the　conten’ts　of　the　manor　and　the　structure　of　the　f6pti’

zaAs．一li！i　System．　Erom　the　examination　of　the　anclent　plani　it　has　been

made　clear　that　three　periods　were　expressed　in　this　plan；　that　i＄，．

the　periods　of　the　lmperial　Household’s　rule，　of　opening　cultivation．

under　the　To’daiji’s　possession，　and　of　the　T6daiji’s　cultivation　of　the・

seaside　district；and　the　very　cultivating　method，　like　Waブz2　輪r一｝■　by

cii“cular　banking，　was　adopted，　showing　a　concentric　circle　at　tke　core・

of　the　former　lmperial　Household’s　territory．　The　cultivation　of　the

seaside　districts，　di£ferent　frorn　forest　and　field　where　land　already

existed，　skould　be　perfor1ined　from　creating　land　i£self　to　be　cultivated　’

at　first；　but　in　this　area　was　a　distlBguished　formation　of　seaslde’

sandbanl〈　from　ancient　times　under　the　influence　of・　topographical　and

meteoroiogicai　conditions，　which　was　of　great　use　for　the　land　creati6R，．

though　on　this　relation　to　eustacy，　to　our　regret，　we　have　not　yet．

decisive　evidence．
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